ナニシ ロコレ ハー 篇ノ 小説 デ アル。 作 中、 T 巿長 

ダノ 銀座 ダノ トイ ゥ 名詞 ガ出 テク ルガ、 コレハ 決 

シテ 何処 カノ 帝都 二 アツ タ 実話 ナドヲ もで るニシ 

タ モノ デハゴ ザ イマ セン。 



「深夜の 巿長」 に 始めて 会った の は、 陽春と は 名ば か 

りの、 恐ろしく 底冷えの する 三月 一 一十 九日の 夜の こと 

だった。 

ラジオの 気象通報 は、 中国大陸 にあった 高気圧が 東 

行して かなり 裏日本に 迫り、 北西 風が 強く 吹き募って 

きた こと を 報じた 上、 T 巿 地方 は 二、 三日う ちに また 

雪になる でしようと 有難くない 予報 を アナウンスした _ 

その アナウンス もやが てぶ つつり と 切れ、 暗黒な 

ェ ー テルの 漂う 夜空から は、 内地の 放送局が 一 つ 一 つ 

お休みなさい を 云って 電波 を 消して ゆき、 あとに は 唯 

一 つ、 南京 放送局の 婦人 アナ ゥンサ ー が 哀調 を 帯びた 



異国 語で 何 かしら 悠 くりと 喋って いる 声 だけが 残って 

いた。 

その 嬌声 を 副食物に して、 僕 は 押入から 出して きた 

電気 麵麴焼 器で こんが りと 焦げた 薄い ト— スト を 作つ 

て は 喰べ、 作って は 喰べ した。 それから H 社から 頼ま 

れ ている コント を 三つ ほど 書き、 ついでに その 編集者 

へ 原稿料 を もっと 上げて 貰えない かとい う 手紙 を 一 本 

認め、 それが 済む と 書き捨ての 原稿紙が 氷原の ように 

真白に 散乱して いる 部屋 をす つかり 片 づけ、 掃除 をし、 

それから 蒲団 を 敷いた 上、 電気 炬鐽も 一 応 足のと ころ 

へ 入れて 置いて、 帰って きても 冷い 足 をす ぐ 温められ 



の 上で 睡る。 それから 夕刻 帰宅して 食事 を 済ます と、 

二 時間ば かり 毛布に くるまって ゴロ リと 寝る。 最後 は、 

深夜の 散歩から 帰って きて、 朝まで 三、 四時 間 をグッ 

スリ睡 る。 この バラ バラの 比較的 短い 睡眠に よって 僕 

はいつ も 元気で 暮 して いられた。 ことに 深夜の 散歩の 

とき は 一 番 元気が よく、 そして 自分で も 恐ろしくなる 

ほど 頭が ハツ キリして いた。 …… 

通りへ 出た とき 一 台の 円 タクが、 背後の 方から 疾風 

のように 駆け てきた が、 僕の 姿 を 認めたら しく 急に ブ 

レ ー キを かけ、 舗装道路の 上に キキ キキ イツと 鋭い 音 

かたわら 

を 出して、 傍 に 停った。 それ は 素敵な M 年 型の 新車 



ますが …… へ へえ、 お楽しみで …… 」 

「フ フン、 気の毒 だネ」 

深々 した クッシ ョ ンの 中に 抱かれる ように 身体 を埋 

めた 僕 は、 その 夜の 散歩 コ— ス のこと を 考えた。 業 平 

まリ ゎリ 

橋 を 渡 つたと， J ろ を 起点と し、 濠割づ た い に 亀 井戸 を 

抜け、 巿電 終点 猿 江 を 渡って 工場 街大島 町まで 伸ばし 

てみ ようと。 だが 結局 後に 述べる ような 突発 事件の た 

^'くばく 

めに、 折角 考えた 散歩 コ —スを 行く こと 幾何 もな くし 

て、 遂に 前途 を 放棄し なければ なら なくなつ たの だつ 

た。 …… 

ほう 

ポ— ンと 五十 銭 玉 を 一 つ 助手の 手に 抛り こんで、 僕 



は 車 を 捨てた。 橋の 抉から、 濠 割の なか を視 きこむ と、 

どぶどろ 

昼間 見れば 真黒な 溝泥の 水を湛 えた 汚 い 水面が、 両岸 

の 工場の 塀 外に さし 出た 常夜灯の 眩しい 光に 照り映え 

て、 まるで 鏡の ように 光って いた。 夜 は 昼間と 全然 

違った 別の 天地 を 現出す る。 屋外 灯に しても、 昼のう 

す 汚れた 灰色の グロ— ブが、 夜間に 於て は 二— ベ ルン 

さんぜん 

ゲ ン の 夜光 珠も かく や と 思う ば か リ に 燦然と 輝く の で 

あった。 昼と 夜と、 いずれが 真の 姿で あるか 知らない 

が、 すくなくとも 夜 は 美しく 優しく 静 もり 深く、 そし 

て 底 しれぬ 神秘の 衣 をつ けて いる。 T 巿の 人々 の 多く 

は、 この 素晴らしい 夜の 顔 を 知らな いでいる。 昼間の 



T 巿とは 全く 別の T 巿が 在る ことに 気付かな い の だ。 

うち 

巿民 たち は 深夜と なれば 習慣と して 皆 家の 中に 籠って 

睡る。 翌朝 起き、 太陽の 輝く 町が 昨日 在った それと 同 

じで あると ころから、 T 巿が 昨夜 何 ご ともなく 何者に 

も 奪われな いで 巿民 と共に 死んだ ようにな つて 睡 つて 

いた ものと 至極 単純に 考えて いる。 しかし それ は 間違 

いで はなかろう か。 そのような 筆法で ゆけば、 逆に 

いって、 昼間の T 巿 こそ、 深夜の T 巿の睡 りの 状態で 

あるか もしれ ない の だ。 僕 は 知っている。 深夜の T 巿 

は、 昼間の T 巿とは 全く 別個の 存在で ある。 しかも 極 

く 少数の 巿 民が 住み、 そして その 少数の 人し か 知らな 



を 鳴らして 神経 を やたらに 刺戟す る もの も いないので 

ある。 これが 昼間、 足の 踏み入れよう もない ほど、 暄 

騒 を 極めた あの 柳 島の 通りであろう か。 交通 標示 器 を 

ちょ つと 見誤れば たちまち 自動車の 車輪 を わが 血で 

も つ て 染めなければ ならない あの 昼間の T 巿と 同じ 巿 

街な のであろう か。 否々、 これ は 全く 別の 座標の 上に 

立 つてい る 別の 巿街 なの だ。 

おしやべ り 

僕 は 深夜の 散歩 を 好む の あまり、 饒舌 を 弄しす ぎ 

たようで ある。 だが、 その 夜更けて、 始めて 会う 機会 

を もった 「深夜の 巿長」 のい うと ころに 比べる と、 僕 

の 喋って いる ことなん か、 赤 ン坊の 寝言に 等しい の だ _ 



「深夜の 巿長」 こそ は、 僕の 云わん とすると ころ を ハツ 

キリ 云い、 そして 僕が 平生 求めよう として 求め 得な 

かった もの を 無造作に 持って いると いう 正に 驚嘆す ベ 

き 畸人だった。 いや 畸人と いったの では 足りない。 も 

しも 常識 豊富な 狂人 (？) という 反語 的な いいあらわ 

し 方が 許される ものと したら、 それ は 一 等 適切に 「深 

夜の 巿長」 と 呼ばれる 人物 を 云い あらわし ている だろ 

う。 その 反語 的な 性格 こそ、 素性の 知れない 彼の 「深 

夜の 巿長」 の 持って いる 不可解な ミステリ —そのもの 

のよう な 気がする。 

ここらで 夜の T 巿の 三嘆 を 止め、 では 僕 を 「深夜の 



巿長」 の 許へ 送りつ ける ような ことにな つた 奇怪き わ 

まる 事件に 話 を 進めようと 思う。 
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電車の 見えない 電車 道に 交叉して、 右へ 延びて いる 

| 十二 メ — トル 道路が あった。 そこ を ゆけば、 別の 濠 



割まで 下らなくて 亀 井戸へ 出られる。 この 広い 道路 も、 

いま は 人影 一 つ 見えない 水晶 宮殿の 廊下の ようで あつ 

た。 僕 は そっちへ 曲り こんで、 ブラ ブラと 約百メ —， r 

ル も 行 つた かと 思われる 頃、 何者と も 知れず、 キヤ ー ッ 

たまげ 

と 魂消る 悲鳴 を 発した ものが あった。 声の 大きさから 

い つ て も 声音から 云つ て も、 人間 以外の 生き物と は 思 

われなかった。 深夜の 街 を うろつく こと 茲に 何十 度 何 

百度 か 知らない ほどの 僕だった けれど、 このような 怪 

しい 悲鳴 を 耳に したの は、 これが 始めて だった。 僕 は 

ギクリ として、 その 場に 足 を 停めた。 

悲鳴 はたった 一声！ だから ハツ キリと はいえない 



歩なん て、 どっち かとい うとま あ 慎んで いた 方が よ 

しょかつ 

かった の だ。 所轄 警察へ でも 引かれて、 本名 を 名乗ら 

おもま 

せられ、 それから 一 週間 ほど 前に かち 得た 面 恥 ゆい 役 

柄 を 下手に 申立てたり しょうものなら、 僕 は 刑事た ち 

のい ぃ嗤ぃ 者に なった 上、 僕 を その 役柄に 送り こむ た 

め 大変 骨 を 折って くれた 恩人 T 氏 や、 いま 上長と 戴い 

ている 先輩 諸氏に 迷惑な ど を 懸ける ことにな つて は 僕 

として 本当に 立つ瀬がない の だ。 いずれ は 分る であろ 

うが、 僕の 本職が 何で あるか を 此処に 云わない 訳 も、 

実はそう した 事情から 出発して いる ことで、 どうかい 

ま 暫く 披露す る こと を 許して 置いて 貰いたい ので ある _ 



グ ングン その 悲鳴の 発した 方角へ 引 擦って ゆく の だつ 

た。 

町角 を 曲る と、 果して 僕 は 地上に 搦 みあって いる 怪 

しい 人影 を 見つけた。 

「ああ、 何です、 何です。 何う したんです 」 

うち 

浅 間し くも、 僕の 身体の 中に 永らく 下宿して いる 「黄 

谷 青 二 氏」 は、 浅 間 信十郎 —— これが 僕の 本名 だ —— 

の 制止す る 号令 も 聞かず、 遂に 弥次馬と 択ぶ ところの 

ない 声 を 発し させて しまった。 ちえ ッ。 「ええ ッ。 I 

I」 と同じように インバネスに 中折帽子 という 扮 装の 

おどろ かつ 

向う の 二人 は駭 きの 声 を あげ、 二人で 舁 いでいる 第 



「こら、 待たん か ァ！」 

と 飛び出して 来た 者が あった。 刑事 だ！ 

そうなる と 僕 はもう 躍起と なって いた。 なんの ため 

に 逃げる 必要が あるの かと、 根本的な 誤謬 を 考えな お 

す 余裕 もな くた だ 本能 的に 警官隊から 脱れ ようと 焦つ 

た。 

智恵 のない 話 だが、 また 左へ 折れた。 正面に、 亀 井 

戸の 魔窟へ 抜ける 橋が 目についた。 多分 それ は 栗 原 橋 

だろう。 しかし 生憎と その 橋の 抉に は 交番が ある 害 

きわ 

だった。 そうなる といよ いよ 進退 は 谷 まって しまつた- 

これで はもう 逃げても 逃げなくても 捕えられる！ 雙 



はハァ ハァと あえぎながら、 それでも 走った。 

「おい、 こっちに 逃げ道が あるよ ォ。 —— 」 

パこ ン， ^寸 

唐突に、 その 家並の 軒端と 覚 しきと ころから 圧しつ 

ける ような 声が 懸かった。 僕 は その 声に、 飛び あがる 

ほど 驚いた。 

「そっちへ ゆく と危 い！ 早く こっちへ 入れ、 こっち 

へ 入れ！」 

同じ 声 は、 なお も 続いて した。 

ハツと 思って、 声の する 方 を 見直す と、 そこ は炭屋 

らしく 薪が 山の ように 積まれて いた。 その 蔭から、 ォ 

イデ オイ デ をして 招く 何者かが いた。 



似合わず 力が あって、 いきなり 僕の 手 を 握る と、 ズル 

ズルと 物 蔭へ 引 張り こんだ。 

僕 は 親 猿に 抱かれた 子 猿の ように、 かの 老人に 抱き 

すくめられ ていた。 そこ はどう やら 穴蔵で も あるら し 

く、 老人の 吐く 息が 周囲に ハツ ハツと 反響した。 

外 はだん だんと 騒々 しくな つてき た。 バタ バタと 駆 

けだす 靴音に 交じ つ て、 佩剣が ガチャ ガチャ 鳴る 響 さ 

え 聞え た。 呼 笛 はなお も 執念深く 吹き 鳴らされ ている _ 

そこ へ ガヤ ガヤと こ つちへ 急いでく る 話し声が 耳に 

入った。 

「おい、 若い の。 —— 」 と、 耳許で 老人の 抑えつ ける 



ような 声が した。 「こっちへ やって来 たが 心配す るな。 

かるわざ 

お前さん、 軽業が 出来る かい。 両手と 両足と で、 この 

両側の 壁 を 踏ん まえて、 穴蔵の 天井に 身体 を 隠して い 

ろ。 ちっと は 苦し かろうが、 生命と 交換す るの だと 

思って 頑張 るんだ ぞ。 それ ッ。 —— J 

老人 は ドンと 背中 を 叩いて、 僕 を 激励した。 ここで 

逡 巡いだり して、 老人に 見放されて は 大変 だと 思った 

ので、 言わる る ままに、 両手 両足と を 使い 向いあった 

壁の 間に 自分の 身体 を 橋渡しした。 そして 満身の 力 を 

出して、 ジリ ジリと 上の 方に 擦り 昇って いった。 

「その 調子、 その 調子。 どんな ことがあっても 声 を 出 



したり、 動いたり するな。 いい かッ。 …… 」 

僕 は 苦し さで、 もう 返事 をす る 余裕 もなかった。 - 

I 老人 は 外へ 首 を 出して いる 様子。 

「ああ、 ここ だ」 と 靴音と 人声と がー 緒に 近づいた。 

「おい、 『深夜の 市長』、 起きて るか。 II 」 
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ばった。 

「相 変らず 鼻が 利く ねえ」 と 老人の 声で 「叶わない よ、 

お前さん 方に は …… 。 さあさあ 中に 一 匹 だけ 隠して 置 

いたから、 摘み だして 手柄に なせえ」 

もう 少しで 僕 は 呀ッと 叫ぶ ところだった。 ひどい 奴 

が あれば あった もの だ。 引 張り こんで 置いて、 僕 を 相 

手に 売りつ けようと は …… 。 八ッ 裂に しても 足りない 

奴 …… と、 憤慨し、 こっちから 進んで 飛び下りようと 

した 杀 Ffll 

「いや、 悪かった 悪かった、 『市長さん』 騒がして 済ま 

なかった ネ。 は ッはッ はッ」 



と 笑いに 紛らす 声が した。 

「隠して 置いた というのに、 連れて ゆかない というの 

i ヽ I 

力 レ」 

そのと き 誰の 声 だか、 呀ッ という 叫び声が して、 そ 

れに 追つ かぶせる ように 老人の 声で、 

「サァ しみつ たれた 見方なん かするな い。 もっと 奥ま 

で 入って、 よく 調べろ ッ」 

真下に なに か 黒い 影が ドサ リと 飛び こんで 来たと 思 

うと、 

「うわ— ッ」 

という 獣の ような 叫び声 を あげた ものが あった。 だ 



そろそろ 下りて きて は ど、 つ だ」 

僕 はホッ とした。 危ぃ 瀬戸際であった。 もう やられ 

たかと 思った 刹那に 救われた のだった。 途端に 関節 か 

ら 急に 力が 抜けて しまって、 あれよ という 間もなく、 

こんど は 自分の 身体が ッ ー と 下に 動きだす と、 呀ッと 

いう 間もなく ド— ンと 大きな 音 をた て、 いやと いう ほ 

ど 額と 腰骨と を 固い ものに ぶつ つけた。 骨が ビ ー ンと 

音 をた てて 震え、 暫く は 起き 上る こと もで きなかった 

「なかなか 頑張り 屋 だのう。 悪い ことす る だけあって 

…：- J 

老人 は 褒めた のか 冷 かした のか 分らない ような 云い 



ぬいて、 食器ら しい ものが ゴタ ゴタと 並べて あった。 

「さあ、 見せて 貰う か。 J 

始めて つくづくと 老人の 顔 を 見る 機会 を 得た。 なる 

ほど 鬚が 生えて いると 思った が、 まるで 鬚の 中から 眼 

玉と 鼻の 先が 出て いると いった 方が いいくら いの、 見 

るから に 身体が 痒くなる ような 無精 鬚 を 生やした 老人 

だった。 これが 「深夜の 巿長」 と 呼ばれる 人物な ので 

あるか。 だが 老人の 眼 は、 羊の 眼の ように 柔和だった。 

そして ピョ コリと 飛び だした 赤い 鼻 頭に は 無限の ュ— 

モアが 宿って いた。 鬚の 中に 埋れた 唇をモ ゴモゴ やつ 

て、 老人 は 僕の 顔 を ジロジ 口 眺めながら 目顔で 催促し 



と、 それ を 心配して、 一層 心 は 焦った。 

「落した な。 —— J 

「いいえ、 そうじゃな いんで、 ここに 入って いるんで 

すが、 どうした のか 出て 来な いんです。 なに かにくつ 

ついている ようなん です。 う ー ン」 

と 僕が 力 一 杯、 引出そう とする の を 見る と 老人 は、 

「おっとお つと 待った。 人生 無理 をす るな よ —— とい 

う ことがある。 ォ ー ヴァを 脱いで からにした らいい 

じ やない か」 

と 注意 をした。 

なるほどと 思って、 變はォ ー ヴァを 脱ぎに かかった。 



何 か 走り書き をして、 それ を クル クルと 丸めた。 それ 

から、 汚い ポロ 布の 中に、 時計と ニッケル 貨幣と、 そ 

の 手紙 を 丸めた もの を 包んで、 僕の 手に 渡した。 

「これ を 速 水 輪太郎 氏に 届け るんで すね。 速 水 氏の 所 

番地 は？」 

「なァ に 所番地 なんか 要る もの か。 …… 銀座の M 百貨 

店の 裏通りに ブレ— キ という 十 銭 洋酒 立 飲 店が ある。 

夜と いわず 昼と いわず、 そこで 虎に なって いる 年増 女 

の 客が いるから、 そいつに 云って これ を 速 水へ 渡して 

くれと いえば いいんだ。 それだけで 分らなかったら、 

みみた ぼ いれずみ 

女の 左の 耳朶 を 見る がいい。 そこに R と 入墨が して あ 



が 後刻 申し 奉ります。 へえ、 お 静かに、 お 静かに …… 」 

「ご苦労、 —— 」 

「お 言葉、 まことに 有難う さんで …… 」 

ッッッ ー とまた 引 擦る ような 跫音 がして、 脳天 声の 

主 は 向う へ 去って いった。 

r ハテ 殺人事件の あとに、 続いて 油 倉庫の 火事と はう 

ますぎ るが …… 。 おう、 若い の、 いいきつ かけが、 向 

うの 方から お出でな すった ぜ。 さあ、 この どさくさに 

紛れて、 早く 抜け出 すんだ」 

そういった 「深夜の 巿長」 の 声に、 僕 は 思わず 躍り 

あがった。 最早 この ときには ゥ ー ゥ ー と サイレンが 二 



にも 咎められ はしなかった。 そして 一台の 円 タク を 拾 

うと、 それに 乗って 浅 草の 住居の 方角へ どんどん 急が 

せた。 



4 



その 夜 ほど、 わが 住罟の 寝宋の 心地よ さ を 感じた こ 



とはなかった。 戸締り をして、 電気 行火です つかり 温 

くな つてい る 蒲団の 中で 足 を 伸ばす と 価千金と いいた 

いほ ど 有難かった。 

だが 僕 は それから 暫く、 どうしても 寝つ かれな かつ 

た。 僕の 困った 悪趣味の 上に、 一大 警告が やって来た 

のだった。 深夜の 散歩が、 遂に 僕 をして たいへんな 災 

難に つまずかせて しまった。 

業 平 橋 横の 怪しい 殺人事件 がまず 眼前に 浮んだ。 死 

に 切って いる 男の 左の 背後に は、 鋭い 短剣ら しい もの 

が グサリ とっき 剌 さって いる。 それ を 介抱す るんだ と 

ノック ァゥ卜 

いう インバネスの 二人 男 は、 隨を K • o して、 屍体 も 



速 水 輪太郎 のと ころへ、 時計と 貨幣と を 届けろ と 命令 

したの だった。 その 方法と して 銀座の 十 銭 スタンドへ 

行って、 耳朶に R と 入墨の ある 虎 御前 を 見つけて、 そ 

れに 頼めと いった。 

考えて くると、 それ は あまりに 獵奇に みちみちた 出 

来 ごとだった。 僕 はこれ までに 探偵小説 を 随分 書き も 

したが、 こん 夜の ような、 獵奇 性に 富んだ 事件 を 書い 

たこと は 勿論の こと、 構想した こと もなかった。 事実 

は 小説よりも 奇なリ というが、 こんな こと を 云った の 

では あるまい か。 

それにつ けても、 最も 腑に 落ちな いのは、 あの 土窟 



あやう 

内に 住んで いる 老人の ことだった。 僕の 危 いところ 

を 救って くれた その 老人 は、 刑事 だの 遊び人 だのから 

「深夜の 巿長」 と 呼ばれて いた。 あの 土窟 から 出て み 

ると、 それ は 紡績工場 とその 塀 越しの 炭屋の 倉庫との 

間に 取 残された 妙な 土塊の 中の 洞穴で あつたが、 ああ 

した 変な 穴 居 者が 、 この 整然とした T 巿の 真中に 棲息 

すると は 不思議 千万な ことだった。 その 「深夜の 巿長」 

という 意味 は、 いままでの 見聞で 朧気ながら 分る よう 

な 気がしない でもない が、 怪 老人の 素性に 至って は、 

どう 捉えて よいの やら、 まったく 見当が つかない。 顔 

を 見る と 非常に 老人の ように 思う が、 案外 腕力 や 声 は 



若々 しく、 また 生活ぶ リは 普通の ルン ぺ ンと択 ぶと こ 

ろがない が、 土窟 住居に は 似合わし からぬ 電灯 だの 時 

計 だの を 隠し持って いたり、 教育の ない 口の 利き 方 を 

する かと 思う と、 「君」 といって 急に 「お前さん」 と 云 

い 直したり、 速 水 輪太郎 から 聞き覚えた というが、 ル 

ンぺ ンには 勿体ない ほどの 知識 を 備えて いたりす る。 

要するに 「深夜の 巿長」 という 綽名 (？) が、 きっと 

深い 素性 を あらわして いるので あろうが、 これ は 誰が 

つけた もの か。 綽名の 由来 を 教えて くれる 者が あった 

ら、 万事に ついて きっと ハツ キリした 事情が 分る ので 

は あるまい か。 そんな こと を 思いつ づけて いるう ちに 



つき アル コ —ルに 親しめない 性質であった から、 今 ま 

でに こうした ところへ 入った ことがなかった ので、 す 

こし 勝手が 違った が、 勇気 を 奮い起して 入口の 扉 を 内 

部へ 押して 入った。 しかるに 誰も 酒に 気を取られて か、 

入って いった 僕に 気付いた 様子がない。 そこです こし 

ばかり、 気持が 軽くな つた。 

あさ 

僕 は 素早く、 客の 中に 目指す 相手の 女を獵 つた。 

おびた だ 

居た 居た。 さまざまの レッテルの 洋酒 壜が、 夥 し 

く 並んだ 壜 棚と 背の 高い 花道の ような 卓子との 間に 挟 

まって、 カクテル. グラス を、 危 そうに 取り上げ てい 

る 肥り 肉の ちょ つ と 人好きの する 年増 女が 目に う つ つ 



そして いかにも 楽しそう に、 薄汚れ た エプロンの 前で 

小さい 両手 を パチパチと 叩き あわせた。 彼女に 呉れる 

といった 蜜柑 を 待ちう ける らしく、 あまりに もい じら 

しい その 場の 光景だった。 

「なに 見て いるの ょォ。 —— J 

女 は 僕の 腕 をい やという ほどつ ねった。 女の 顔 を 見 

ると、 彼女 は 早く 階段 を 上れと、 眼で 合図 をした。 言 

われる ままに、 僕 は 先へ 立って トコ トコと 窮屈な 階段 

をの ぼって いった。 女 はすぐ 後 を 追つ かけて きた。 そ 

して 階段 を のぼりき つたと ころに ある 扉 を 開いて、 自 

分の 身体 を も つ て 僕 をド— ンと 室内へ つきとばした。 



さす か 

浮き だしていた。 追に 列車 も 発着 を 停止した らしく、 

い つも は 眩しい ばかりに 照りつ けて いる 反射 灯の 光 も 

消えて、 塔 上の 丸い 時計の 文字盤 だけが、 ボン ャリと 

見えて いた。 指針 は 正に、 午前 二 時 を 指して いた。 

僕 はォ— ヴァの 襟 を 立てる と、 丸 ビルの 蔭から 離れ 

て、 なるべく 跫音 のしない ように、 郵船 ビルの 方へ 歩 

き だした。 どちら を 見ても、 まったく 人影が 見えな 

かった。 ただと きどき 向う に 見える お 濠ば た を、 ッ 

ッ ー ッと 自動車のへ ッド • ライトが 夢の ように 流れて 

ゆく。 

丸 ビルの 裏 角まで 来る と、 そこ を 左に とって 折れた _ 



地が あった。 

「此処 だナ。 I 」 

ぢもむ 

僕 は 決心す ると、 あたりに 充分 気 を 配りながら、 徐 

ろに 奥の 方へ 這 入って いった。 

「一 ィ、 ニゥ、 三ィ。 .：：• 三つ 目の 窓だった な」 

窓の 下に 空気 抜けの 四角な 穴が あった。 そこに は 頑 

丈な 鉄の 格子が 嵌って いたが、 僕は跼 むと それに 手 

を かけ 横に 引く と、 年増 女の 腕に かきつけ てあつた 文 

字 どおりに、 鉄 格子が ズルズ ルと十 センチ ほど 摺れ て、 

あとに ポッ カリと 穴が 明いた。 

僕 は 腹 匍い になった。 そして、 右腕 を ソロ ソロと 穴 



た 小さいながら、 硝子ば りの 温室な ども 立 つていた。 

このような 土の 香 高い 庭園が アスファルトの 舗装道路 

をめ ぐらした あの 宏壮な 煉瓦 建の 建物の 中に 設けられ 

て 有ろう などと は、 外 を 行く 誰 人が 気づ いた ことで あ 

ろう。 彼等 は あの 1i しい 赤い 煉瓦 壁 体の 中には、 古 

ぼけた 事務室と 部厚い 壁と 幅の広い 階段と 長い 廊下の 

ほかに、 なにもの も 予想して いないであろう。 

僕 は 庭園の 存在に 驚歎す る あまり、 この 庭園の 中央 

に 建つ 風 変り な 建築物に ついて 述べる こと を 忘れて い 

た。 風 変り な 建築物と いったが、 それ はよ く 町中で み 

る 鉄筋 コンク リ— トの 太い 烟突を 想像し て 貰えば い い 



ら、 垂直に 上 を 仰いで みると、 途中 は 石炭 を 詰めた よ 

うに 真黒ぐ ろと していた。 ただ 遥かに 高い ところに、 

ポ— ッと 丸い 輪廓 を もった 明りが 見える のがき つと 速 

水 輪 太郎の 居る フラットであろう。 金属 飯の 貼って あ 

る 階段 を 僕はコ トン コ トンと、 一段 一段 昇って いった。 

あたりの 壁に チヤ I ン チヤ ー ンと 不気味な 反響 をた 

てながら、 何 階まで 昇った のか はしらな いが、 遂に 僕 

は、 薄明り のす る フラットの 穴 をく ぐって、 最上の 室 

に 頭 を 出した。 

「あ、 —— 」 

僕 は 予期して いた ものの、 眼前に 展 けた 雑然た る 狭 



り、 感心した りする のだった。 それ はこの 偏執な 科学 

者の 癖と して 仕方がな いと 我慢が できる が、 さっき か 

ら だんだんと 我慢の なり かねる の は、 僕が この 速 水 輪 

太郎を 訪問した その 真の 目的だった。 それ は 昨夜、 事 

件の 現場で 拾った 懐中時計と 三枚の 十 銭 ニッケル 貨幣 

と を 返却して 貰う ことだった。 このような 調子 だとす 

ると、 恐らく この 科学者 は、 例の 虎 御前が 届けた であ 

ろうと ころの その物 件に ついて、 手に ふれる どころ か 

考えようと さえした ことがない に違いない。 

「もし、 速 水 輪太郎 さん。 I 」 

と、 ゴ ソゴソ 狭い部屋の 中 を 動物園の 狼の ように 歩 



リ とうつつ ていた。 さっき 円 タクから 下りた ときに 眺 

めた と 同じく、 T 駅 や、 その 前の 広場 やそれ から 丸ビ 

ルの 方まで、 実に 明瞭に うつって いるの だった。 しか 

しそれ は 決して 昼間の 風景ではなかった。 なぜなら、 

T 駅の 入口に は、 人間 一人 居なかった からで ある。 と 

いって、 これ はなに も 写真 や 絵はがきの ような 固定し 

た 風景で もなかった。 それ は なぜかと いうのに、 T 駅 

の 高 塔の 上の 時計 は 今 午前 一 一時 三十 五分 を 指し、 確か 

に 正しい 現在の 時刻 を 現わして いたし、 その上に、 い 

さ つ さ つ 

ま 駅の 前に 一 陣の 突風が 颯々 と 吹いて いるので あると 

見え、 そこに 植わって いる 鈴 懸けの 樹の 小枝が 風の ま 



に まに ユラ ユラと 動いて いるの さえ 認められた。 そう 

して 見る と、 これ は 決して 写真な どで はなく、 たった 

今の T 駅前の 風景で ある。 しかし 不審な の は、 いま は 

との も 

午前 二 時半 を 過ぎて、 外面 は 真の闇に 包まれて いる 害 

なのに、 この 複雑な 視き 眼鏡の ような 器械で みると、 

まるで 真昼の ように 明るく 見える ので あ つ た。 

「ああ、 浅 間 君、 —— 」 と 速 水 氏が 僕に 声をかけた。 

し ま 

失策った —— と 思って ふりかえ ると、 氏 は 書き終え 

たらしい 手紙 を 四角な 封筒に 入れ、 その 端の 糊 を 嘗め 

嘗め 封 をして いると ころ だ つ た。 

「 …… 視 くの は 一 向 構わない が、 そこらに ある 目盛 盤 



や 把手な どに 手 を 触れない ように 注意して くれた ま 

え」 

「は ァ、 分りました。 どうも 済みません」 と、 僕 は 謝つ 

て 置いて、 「ここにう つって いるの は、 何でしょう か。 

T 駅前の 広場に は 違いありません が、 夜間 だか 昼間 だ 

か 分りません ねえ」 

「もちろん それ は 現在 只今の 光景が うつ つてい るの だ 

から、 深夜の 景色に ちがいない。 但し この 器械 は 暗視 

機と いって、 暗くても 明るく 見える テレビジョン 装置 

なの だ。 これで 見て いると、 深夜と て 真昼の ように 見 

える の だ」 



本当 はもう 既に 今日の 領分に 入って いるが —— にしよ 

うと 決心した。 それで また 元の 丸 ビル 前まで 出て、 丁 

度 そこへ 流して きた 円 タク を 呼びと める と、 浅 草まで 

五十 銭で ゆく ように 交渉して、 その 中へ 乗り こんだ。 

深々 とした クッションの 中に 身 を 埋めながら、 窓 越し 

に 寝静まつ ている T 駅 を 望んだ 剎那、 僕 は 忘れて いた 

こと を 突然 想い出して 俄かに 不安の 念に 駆られた。 そ 

れは あの 丸の 内 十三 号館 内の 怪 塔の 上に 仕 かけられた 

暗視 機 の 中を視 きこんで い る怪 科学者 速 水 輪 太 郎の黄 

色な 顔の ことであった。 

このまま 我が家へ 帰れる と 思う と、 僕 は 急に 気が ゆ 



るみ、 車上に トロ トロと 眠って しまった。 

「旦那、 どの辺まで 参ります か」 

と、 突然 声をかけられて 僕 は ハツと 目覚めた。 途端 

くさみ 

に クシ— ンと 大きな 嚏が 一 つ 出た。 

ハツ キリし ない 眼 を こすりながら、 外 を 見て みると- 

なんの こと だ。 円 タク は 丁度 都合の よい 吉野町 通りへ 

滑り こんだ ところだった ので、 あわてて 大声 を あげ、 

車 を 停めさせた。 

外へ 出た 拍子に、 また 嚏が、 たてつづけに 二つ も 出 

た。 三月の 末 だとい うのに いよいよ これ は 風邪をひい 

たかなと 苦笑しながら、 通り を 左に 曲った。 懐し い I 



I という ほどで もない が、 わが 家 は その 先 をもう 一 つ 

右へ 曲った ところに あるの だ つ た。 

重い 靴 を ゾロゾ 口 舗道の 上に 引きずりながら、 わが 

家の 前に 帰って来た とき、 僕 は、 

「オヤ ッ、 I 」 

と 叫んで、 その 場に 歩み を 止めた。 それ は 隣 りの 空 

き 家の 中に チラ リと 灯が 見えた ように 思 つたから だ つ 

た。 空き家の 中に 明りが あるなん てこ いつは 怪しい と 

思い、 もう 一度よ く 見て やろうと、 眼 を こすり こすり 

頤を つきだして 幾度 も 見直した が、 こんど はすこし も 

灯らし いものが 見えなかった。 



では 覚えて いるが、 後 はすこし も 記憶がない。 

どの位 睡 つたの か、 自分に はよ く 分らなかった が、 

何 かの 物音に 目を覚 し、 薄 眼 を 開いて みると、 眩しい 

ばかりに 朝日が さしていた。 天気が いいに しても、 あ 

まりに 明るす ぎる と 思って、 本格的に 両眼 を 開いて み 

ると、 なんの こと だ。 閉めて 置いた と 思った 窓の 雨戸 

がすつ かり 明いて いて、 障子の 上に は あかあかと 朝日 

が 照り 栄えて いるの だった。 

II これ は 不思議！ 

と、 床の 中で ハツと 顔色 を かえた 瞬間、 障子の 傍へ 

衣 ずれの 音 も 高く 現われた の は 若い 女の 立 姿、 I— 



い 引き眉 毛 をした、 やっと 肩 あげの 取れた ばかりの よ 

うな 若い 女が 卷 煙草 を 口に 銜えて、 こっち を 見て いた _ 

そして パッ タリ 僕と 視線 を 合わす と、 彼女 はピ シャリ 

と 障子 を 締めてし まった。 一体 彼女 は 何者だろう？ 

まるで 鼠の ように、 チョロ チョロ 出たり 引 込んだり す 

る。 一 方お 照の 方 を 見る と、 彼女 は 玄関の 上り 鼻に 太 

い 身体 を 丸く 曲げて こっち を 見守って いたが、 ニッと 

笑って から、 片方の 手 を あたりに 憚る ように ソッと 

振って 見せた。 



のうちに、 どんな 手段に よって 出勤簿の 前に 到着す る 

かとい うこと が、 目下の 一大 問題だった ので ある。 

「円 タク 来い、 円 タク 来い。 それ も M 年 型の 素晴らし 

いやつ よ、 来い 来い。 車体の 胴中に 天馬の ような 羽根 

が 生えて いる やつなら、 五 円ぐ らい 投げ だしても いい 

ぞ」 

ところが 意地悪く 出来 あがって いるもので、 いつも 

の 朝と はこと 違い、 いくら 待っても 円 タクの 姿が 一台 

も 現われて 来ない。 苛々 している うちに、 時計 は 馬鹿 

正直に また 五分 ほど 廻った。 

「旦那、 安く ゆきましょう」 



不意に 横丁から、 一 台の 円 タクが 飛び だして 来た。 

円 タク はいいが、 ボロボ 口の 生き残 リ車 だ。 誰が 乗る 

もの か。 と ：•：. 思った ものの、 ほかの を 待てば、 いつ 

になったら 現われる か 分った もので はない。 仕方がな 

い。 これが 今日の 運勢なん だろう。 諦めが 肝 賢 だ。 

「おい ォジ サン、 この 車で も 走る かい」 

「走る かいと は 腹が立つ ね。 走り 方が 気に入ら なかつ 

たら 銭 はいりません や」 

「よし、 それで は 僕 を 乗せて、 ちょっと 走って みて く 

あし 

れ、 お 銭 は その上で 決める よ。 …… ほら、 向う へ 走る 

んだ」 



きた。 運転手に 一 両 渡した が、 かの ォジ サン は 六十 銭 

を 僕に 返して、 浩然と 反り かえった。 

「あっし 等の 仲間に は、 慾 張り や 不正直な 奴なん か 一 

人 もない ので さあ。 だが 年甲斐 もな く 素つ 飛ばした こ 

とに ついち や 今夜、 お目玉 を 頂戴す るか もしれ ねえが 

…：- J 

僕 は その 言葉 をち よ つと 聞き咎めた。 

「お目玉 を 貰う つて、 誰から かね」 

「はは ァ、 お前さんが たの 知った ことじ やない よ」 

「ふ ン、 …… 」 僕 は 云おう か 云うまい かと 逡巡 しなが 

らも 遂に 云った。 「こっちから 教えて やろう か。 それ 



てまた 今、 運転手から 尊敬の 言葉 を 聞き、 彼等の 仲間 

がかな リ 善良に 統制され ている こと を 知った。 「深夜 

の巿 長」 と は、 そうした 風に 顔の 広いた め 奉られた 単 

純なる 綽名な のであろう か、 それとも 何 かもつと 大き 

な 実力 を 持って いて 深夜の T 巿に 於て、 何 か 陰謀で も 

めぐらし ている 怪人物な のであろう か。 もしそう なれ 

ば、 職権 上 そのまま 看過し がたいと ころで ある。 

折角 速い 車 を 駆って 定刻に うまく 滑り こみながら も、 

花道で 飛んだ 思い入れ 沢山の 芝居 を 演じた ため、 ハツ 

と 気がついて 出勤簿の 前に 龃 けつけ た ときには、 ほん 

の 今す こし 前、 庶務の 給仕が 集めて 持って いったと こ 



を 志願した という わけで はなく、 ただ 何となく、 あの 

高い 台の 上に 並んで、 思う存分、 事件 を 裁いて みたい 

と 思った からで ある。 僕が この 畑に 入った 理由 は、 云 

うの も 恥 かしい ことながら、 噓 にも 本当に も そのよう 

なフ ラフラした 考え だけだった。 
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ような 洞察力 を 持った 「深夜の 巿長」 に 教え を 乞う 必 

要が 感ぜられ たからの ことだった。 

「深夜の 巿長」 の 姿 を 見る に は、 夜の 幕が 完全に 下り 

た 後でない と 絶対に 駄目で あると いうの がお 照の 話 

だった。 僕 は 銀座 近くの ビルディングの 高い 場所に あ 

る レストランで、 夕食後の 飲物 を 幾度と なく 追加注文 

しながら 日の 暮れ るの を 待った。 厚い 鼠色 の 曇り空 を 

通して、 遅々 たる 陽 あし を 感じて は ひとり 苛々 した。 

やがての こと、 俯 観して いる T 巿の あっちに もこつ 

ちに も 桃色の ネオン . サインが だんだん 浮き あがって 

来た。 そして その 間 を 待望の 夜の 闇が、 静かに 薄墨 色 



の 翼 を 拡げて いった。 夜 だ、 夜 だ。 遂に また 夜の T 巿 

が 巡って 来たの だった。 僕 は 卓子の 前から、 ずいぶん 

長い 尻 を 上げた。 

僕 はなん となく 脱獄囚の ような 素振りになる のを自 

分で も 苦笑しながら、 密かに 夜の 城 東の 一 廓に 紛れ こ 

んだ。 幸いに 尾行 者 もない 様子で、 ホッと 胸 をな でお 

ろしながら 「深夜の 巿長」 の 住む 土窟の 方に 急いだ。 

土窟の 方へ 曲る 角のと ころに は、 紡績工場の 高い 塀 

が 聳えて いる。 そこ を 何気なく 折れ 曲って、 そこで 前 

方 を 見た 僕 は ハツと 胸を衝 かれた ように 感じた。 これ 

は 何 ごとであろう か、 土窟の 方から、 今し も 大時代な 



きを 持って いた。 僕の 方 はすこし も 笑う ことができな 

かった。 その 理由 は、 誰に も 分って くれる だろう。 … 

遂に 「深夜の 巿長」 がその 夜の 順礼に 凱歌 を あげた 

の は、 出発 地と は 途方もない 見当 外れの、 T 市の 反対 

側に 位する ところの 明治 昼夜 銀行 目 黒 支店だった ので 

ある。 —— 頭髪 を 短 かく 刈り こみ、 色眼鏡 を かけた 目 

黒 支店長 は、 屋台 寿司の 出て くる 薄暗い 横丁で 大袈裟 

に 驚きの 様子 を 現わしながら、 ハツ キリ 応えた。 

「 …… よく 存じて 居ります よ。 なにしろ その 時、 実に 

うまく 行った ので ございます。 一 一十 九日の たしか 午後 



「もうお 聞き及びで ござんしたら、 お許し を 蒙ります- 

先刻より た い へ ん お探し 申して いるよう で ござります- 

お 帰りなら y j の 車が お供いた しとう > J ざん す。 いかが 

で …… 」 

「ほう、 探して いるって」 と 「深夜の 巿長」 は ニヤ 二 

ャ 笑いながら 車に 近づき、 「何処 だ、 川の 向う か」 

ことづか 

「詳しい こと は 存じ ませぬ が、 手前 は 川の 向う で 言伝 

リ まして ござんす。 …… どうぞお 乗り を」 

「なに か 事件が 出来たら しいな。 では 乗せて 貰おう。 

…… どう だネ、 お前さん も 一緒に 乗らん かな」 と 「深 

夜の 巿長」 は 僕の 方 を ふりかえった。 



「ハナ子 ッ。 そこ 離せ！」 思わず 妙な こと を呶 鳴って 

しまったので、 僕 はプ— ッ とふき だした。 r …… しょ 

うがね え。 じ や 今夜 はお 前の 説に 服従して、 素直に 帰 

ると しょう。 」 

「それが いい わ。 これで、 あたし、 お 父 様に 顔が 立ち 

ます わ」 

警官 は 行き過ぎながら、 なお もこつ ち を 振 りかえ つ 

て 見て いる。 

r …… じ や、 歩く の は 面倒 だ。 円 タク を 奢ろう。 オイ 

円 タク …… 。 幽霊 坂のと ころまで、 三 貫で 行け」 

通りすがりの 円 タクが 「旦那、 三 貫 じゃあ」 という 



のです。 ずいぶん 古くから、 動 坂さん のために 粉 骨 砕 

身して 仕えて います。 」 

「ナニ 動 坂 三 郎？」 

「ァ ラ、 動 坂さん を 御存知 なんです の」 

「知つ ている という ほどではありません がネ …… 」 

といった が、 このと き 僕 はい ま T 市会に 断然 勢力 を 

有する 議長 候補の 動 坂 三郎の 名が、 図らずも、 怪しい 

ホテルに 同室す る 闇の 女の 口から 出た ので 驚いた。 そ 

して 今宵 「深夜の 巿長」 の 土窟の 近くで 見た 達磨の よ 

うにで つぶり 肥った その 立派な 風采 を 思い出した。 



マスミに 固い約束 をして、 僕 等 は 苺 園 ホテル を 出た 

時刻 はいつ しか 十 時 を 廻って いた。 

「じ や、 貴女のお 家まで 送って ゆきましょう。 いま ど 

, J に 宿 を 持 つ て いるんで すか」 

「あら、 送って 下さる の」 マスミ は莞爾 笑いながら 「で 



う、 跫音を 忍んで、 その 隣り の、 わが 家の 雨戸の 前に 

立った ので ある。 

すると、 このと き 家の 中で ボソ ボソ 囁き 交わす 人の 

声 を 聞き咎めた。 

「オヤ、 …… 」 

僕 は 二重の 驚き を もって、 雨戸から 後へ 飛びの くと、 

そこに 掛 つてい る 表札 を 読んだ。 

浅 間 A ポ 十 

ああ、 やはり 我が家に 違いない。 —— それで は 何者 

か 忍び こんでいる のだろう。 

僕 は 再び 雨戸に 近づいて、 聞き耳 を 立てて みた。 



「どうも 遅い のネ。 まあ 困つ ちゃ うわねえ。 …… 」 

，一 わ.^ 

そういう 声音に は 聞き覚えが あ つ た。 虎 御前 こと 丘 

田お 照の、 虎に なって いない 心配そう な 声だった。 

「浅 間 氏が 早く 帰って来て くれぬ と、 この りん 太郎と 

て、 手の 下しよう がないで すな」 

りん 太郎？ すると 街の 科学者 速 水 輪太郎 がわ ざ わ 

ざ 訪ねて 来て いるの か。 なに か 一 大事が 起り でもした 

ような 口ぶりで ある。 

つづいて お 照の ヒステリックな 声が した。 

「 …… 『深夜の 巿長』 さんに 万一 のこと が あったら、 

あたし や、 浅 間の 奴の 咽喉 笛 を 喰い 切って やる わ」 



聞の ことで、 僕たち 一同 心配して いるんで す。 実は こ 

ういう わけなん です。 …… 」 と、 街の 科学者 速 水 輪 太 

郎は、 黄色い 面 を 僕の 方に 近づけ、 昨夜と はまる で 変つ 

た 慇勲な 言葉で 事件の 内容 を 語った。 それによ ると、 

今夜 「深夜の 巿長」 から、 午後 八 時 ころ、 彼の 穴居の 

近くへ 電話で 知らせが あった。 . I 今 帰途に ついた か 

ら、 八 時半までに は そっちへ 帰れる だろう —— と。 実 

は その 夜、 或る人 物が 「深夜の 巿長」 を 訪ねて きて 急 

に 会いたい といった。 それで 彼 を 探して いると ころへ 

この 電話が 来たので、 それで は 間もなく 帰って くる こ 

とと 待って いた。 しかるに、 もう 三十 分 すれば 帰る と 



骨 を 折らねば ならなかった。 その後で すこし 厳かな 

面 を 僕の 方に 向け、 

「貴方に とって は 『深夜の 巿長』 は 何でもない でしよ 

ちと 

うが、 しかし 『深夜の 巿長』 の 呼吸の 下に 生きて いる 

人間が この T 巿 だけで 十万 人 も あるので す。 その 十万 

人 は 殆んど 全部、 夜の T 巿に 棲息して いると いってよ 

ろしい 人種です。 彼等に とって は、 白昼の T 巿は、 自 

分と はまる で 関係の ない 世界な のです。 夜の T 巿 こそ 

自分 等の 本当の 世界 だと 思って います。 つまり 彼等の 

T 巿に巿 長が いなくな つた も 同然です。 その 心配す る 

の も 無理ないです」 



二階へ 来て みると、 これ はまた 世界が 違った ように 

物静かだった。 廊下に は 赤と 黒との 模様の ある 絨毯が 

ズッと 敷きつ めて あった。 その上 を 静かに 歩いて ゆき 

ながら、 傍の 扉の 上に 懸 つてい る 黒い 漆塗りの 名札 を 

読む と 「巿長 室」 などと、 厳しい 達者な 白い 文字で 記 

してあった。 

—— はッ はッ、 これが 本物の T 巿 長さん の 居る とこ 

ろか。 と、 僕 は 「深夜の 巿長」 のこと を 思い出して、 

急に 嬉しくな つた。 T 巿長 というと、 今 は 男爵 

たかやき よん ど 

高 屋清人 氏だった。 扉 を ノックして 高屋巿 長の 顔 を 

ちょっと 見て くるの も 悪くない なァと 考えた が、 どう 



巿 長さん！ ああ、 すると 今 僕の 背後に は、 T 巿の 

本物の 巿長 男爵 高 屋清人 氏が 立って いるの だ。 いよい 

よ 僕 は 出る に 出られな くな つ た。 

「そいつ は 困った、 そうなる と、 一件 書類 を 金庫から 

出さに やならぬ ねえ」 

「そり や 必要です ね。 巿 長さん、 どうかな すった ので 

す 力」 

「 …… ゥム。 実は 金庫が 開かない の だ」 

「え ッ、 金庫が …… 」 と 中 谷 氏 —— そういえば 思いだ 

したが、 この 人 は 助役の 中 谷 銃 二 氏に 違いない II が 

愕 いて 「そり やまた 一 体 全体 どうし たんです。 巿 長の 



鍵で 開けても 明かない のです か」 

「ああ あ、 —— ィャ 実に 参った。 実は その 『巿 長の 鍵』 

を どこかへ 失して しまった か、 盗まれた かした の だ。 

昨日に なって それに 気がついた。 …… ィャ 弱り果てた 

よ、 中 谷 君」 

「そいつ は 全く 困りました ネ。 ここへ 来て 『巿 長の 鍵』 

がない じ や、 どうに も納 りが つかない じゃありません 

か」 

と 激昂の 助役の 声に、 二人の 話 は ハタと 杜絶え てし 

まった。 この T 巿の 首脳部の 両人が、 蒼白に なって 睨 

み 合つ ている 光景が 椅子の 背後 を 透して 見える ようで 



あった。 

「オヤ、 あすこに 誰か 居 るん じ やない か、 中 谷 君！」 

突然 市長の 声が した。 さあもう どうす る こと も 出来 

ない、 百年目で ある！ 僕 は 覚悟 を 決めた。 名乗り を 

あげて T 巿 長の 面前に 立とう。 …… しかし T 巿 長！ 

本物の 巿長 なの だ。 「深夜の 巿長」 と は 訳が 違う。 そ 

して 「深夜の 巿長」 は 失踪して いるの だ。 もしも 向い 

合って 立って、 有名な 写真嫌いの 市長の 顔が、 万 一 「深 

夜の 巿長」 の 顔 に似ていたら、 僕 は 一体 どうした らい 

いだろう か、 僕の 全身 は 火の 塊で も あるかの ように、 

あ り と あらゆる 毛穴 か ら熱汗 を 噴き だ した。 



よし！ 積極的に 調べて やろう。 

そのと き 僕 は、 さつ き巿 長が 僕に 云 つ た 変な 言葉 を 

思い出した。 

(総監 閣下に よろしく …… ) といった が、 実に 総監 閣 

下と は 何 ごとで あるか、 仮り に 検事局に 身 を 置いて い 

る 自分に、 検事正に よろしく とか、 検事総長に よろし 

くと かいうの なら 分つ ている が 総監 閣下へ よろしく は 

無い。 どうやら それ は 警視総監 のこと を 云って いるの 

だろう が、 巿 長さん 狼狽した リと雖 も、 管轄 を 間違え 

ると は 何で あるかと い いたくなる。 

尤も あの 室で、 偶然 市長の 口から 聞いた 「巿 長の 鍵」 



が なくなって、 金庫が 開かない というの は、 考えて み 

ると 相当 重大問題 だ。 失く した か 盗まれた か、 そこ ま 

では、 ハツ キリし なかった ようで あるが、 もし 盗まれ 

たと したら、 これ は 由々 しき 一大事 だ。 なにしろ 「市 

長の 鍵」 というの は、 T 巿 にたった 一個 ある だけの 黄 

金色 眩 ゆい 大事な 鍵で、 歴代の 巿長 は、 後任 者へ 事務 

引継ぎの 際、 親しく 手から 手へ 譲り渡して、 名誉と 権 

限と 秘密と を 一 緒に 伝える という 由緒 ある 鍵で ある。 

もし それが 盗まれた としたら、 それ は 前代未聞の 出来 

ごとで、 これ は 警視総監 閣下 も 親しく 陣頭に 立って 捜 

索に 当らねば ならない 大事 件で あると 思う。 



と 思わず 手 を 伸しながら 立ち上った 僕 は、 そこに 二 

重の 愕 きを 経験し なければ ならなかった。 それ はこの 

絹坊の 後から 追いついて 来た 立派な 洋装の 女が、 いき 

なり、 絹 坊の手 を 執って 歩き だした からだ。 見覚えの 

ある 総 毛皮の ォ— ヴァを 着 こんだ この 贅沢な 女 は、 外 

でもない 隣り の 空き家に 越して 来た 女 マスミだった。 

「や あ、 マスミち やん も …… これ はどうし たんです」 

その 声に、 向う でも 気がつい たと 見え、 愕 いて K け 

よ つ てきた。 

「あらま あ、 貴方で したの …… 」 と 目を瞠 つて 会釈し 

た 後で、 「昨夜 はどう も …… 」 と、 恥 かしそう に 身体 を 



聞いて 下さる ゎネ」 

「 •：：. 」 僕 は 黙って 肯 いた。 

「実 をい えば あたし …… 昨夜、 あの 狭い ベッド • ル— 

ムの ある 苺 園 ホテルで 貴方と 一 一人つ きりで いた ことが、 

深く 心臓の 上に 刻みつ けられて、 もう 忘れられ なく 

なった のよ。 貴方 は 立派な 紳士ね。 憎い ほど 紳士 だ わ。 

あたし はそう 云う 方に こそ、 どうかされ たいと 思つ て 

貴方の 迫って くるの を 烈しく 待って いたんだ けれど… 

…やっぱり 貴方 は 紳士だった ゎネ。 そのために あたし 

は 兄の 四ッ 木鶴吉 のと ころへ 詫び をして くださいなん 

て、 神妙な お願い を 貴方に しち まった のよ。 あたし は 



「なんという 出 鰭 目な 女だろう！」 

僕 は 奔放な 彼女の 性格に 愕 きながら も、 大きい 鯉 を 

釣針から 逃がした ような 気がしないで はなかった。 I 

I まあ 動 坂さん だ わ …… といった が、 あの 車上の 紳士 

は、 例の 市議 中の 大立 物、 動 坂 三郎に 違いなかった。 

あの 女 は 彼と どんな 関係が あるので あろう か。 マスミ 

の 兄の 四 ッ木鶴 吉は動 坂 三郎の 下で 働いて いると いつ 

た。 そんな 関係で 二人 は 知り合って いるの だろう か。 

いや、 それだけ では あるまい。 二人の 妙に 慣れ 慣れし 

い あの 態度 はどう だ。 マスミ は 遂に 肉塊 を 資本に のさ 

ばり 歩く 醜業婦で しかなかった のか。 



形 をした 花壇が 出来て 居り、 作り物 ならぬ 天然の 芳香 

を 持つ 春の 草花が 美しく 咲き 並んで いた。 僕 は 言葉 も 

なく 呆然と その 場に 立ち 尽し たのだった。 

ひょっとすると、 僕 は 戸口 を 間違えた ので はない か 

と 思った ので、 再び 廊下に とってかえし、 長い 廻廊 を 

グ ルグル 廻って みたが、 どの 戸口から も 先刻 下り立つ 

た イギリス 風の 花壇が 見える ばかりで、 探して いる 塔 

の 影 さえ 見当ら なか つ た。 もしゃ これと同じ 中庭が、 

他に も あるので はない かと、 それ も 調べた が、 庭 はこ 

こ 一 個所であった。 

僕 は 再び 中庭 の 花 s 一 に 立った。 あのよ うな 立派な 高 



父 ちゃんの 名前 は 知らないの。 だって 母ァ ちゃんが 教 

えて 呉れな いんだ もの」 

「お前 は そのお 父 ちゃんと いう 人 を 見た ことがあ るの 

i ヽ I 

力 レ」 

「一度 ちょっと だけ 見た ことがある わ。 お 料理店の 黒 

い 門から 出て 来て 自動車に 乗って いっち まった の」 

「どんな 顔 をして いたい」 

「どんな 顔 9 あたし 覚えて ない わ」 

「それつ きりで 見た ことがない のかい。 会いに 行った 

ことなん かないの かネ」 

「それ はね ェ、 お 母 ちゃんが 一緒に 会いに ゆこうと 



と 喰べ られ ちゃう かもしれ な い から、 喰べ られ そうに 

なったら、 早く 鬼 を 殺して しまわな いといけ な いん 

だ つ て …… 」 

「ああ、 もう そんな 話 はよ そう。 …… さあ、 酒場 ブレ— 

キ はもう すぐ そこ だ。 母ァ ちゃんが 来て いると いい ネ 

…：- J 

ブレ— キの 前まで 来る と、 絹坊 はう わ ー ッ とわが 家 

の 門へ 迪 りついた ように、 歓声 を あげて、 中へ 飛び こ 

んだ。 でも 彼女の 母親お 照 はま だ 来て いなかった。 し 

かし 絹坊 はもう すっかり 家へ 帰って来た つもりで、 例 

の 白い 瀬戸物の 痰壺のと ころへ とんで 行く と、 ちょこ 



の T 巿に蠢 いている 人た ちから、 生き神 さまの よう 

に 尊敬され ている 徳望の 主で はない か。 それが 事 も あ 

ろうに 悪魔と は …… 。 

「そうです わ。 あんな 悪魔が のさ ばっている 間 は、 こ 

の T 巿は 救われません わ」 

「なぜ そんな 事 を 云う の だい 君 は …… 」 

「早い話が この 千代 子さん を ごらんなさい」 と 連れの 

夕刊 売り 少女 を 指し、 「こんな 売れない 場所に 立って 

夕刊 を 売ら なきや ならな いのも、 あの 大 悪魔の ためで 

す！」 

「もう、 よして よ、 町 子さん！」 



深夜の T 巿に 棲息す る 夥しい 人々 から、 まるで 生き 

神様の ように 敬愛され ている 「深夜の 巿長」 のこと を、 

呼びよう もあろう に大 悪魔と 罵って 悔いない 人間が あ 

ろうと は、 全く 意外 中の 意外であった。 僕 は 大福餅 を 

売る 水兵服の 少女 町 子の 顔 を 暫く は 呆然と 見詰める ば 

かりであった。 が やがて 嵐の ような 好奇心に 龃られ て、 

町 子に 問いた ださずに はいられなかった。 

「 …… 君みたい に、 『深夜の 巿長』 を こきおろす 人間に 

は、 始めて お 目に 懸 つたよ。 君 は 冗談 を 云って るの だ 



体 何処の 何奴だった でしよう か！ 知っている？ 知 

ら ない 9 では 教え たげ ましょう か。 その 人殺し を 

した 奴 は …… 『深夜の 巿長』 なの さ！」 

さす か 

「ええ ッ。 …… 」 這の 僕 も、 これに は 一驚した。 

「愕 いたでしょう。 そして 『深夜の 巿長』 が、 大 悪魔 

だった ことが 分った でしよう。 この 千代 子さん は… 

…」 

「話の 途中 だが、 その 殺された 兄さんと いうの は、 何 

と いう 名前の 人 かネ」 

「それ は 四ッ木 …… 鶴吉 ていう のよ」 

「呀 ッ、 四ッ木 鶴吉！ ほんと かい、 それ は …… 」 



のなら 殺人の 嫌疑な ど を 軽々 しく 口にしち や いけな 

い」 

と、 僕 はつい 役所で 聞き覚え ある 言葉 を 云って し 

まった。 すると、 町 子 は カンカン になって 怒り だした。 

「貴方 は 何も 知らない 癖に 何 を 云つ てんの ょォ。 そん 

なに 聞きた けり や 教え たげ る わ。 …… そう 云う 話 は、 

確かな 人の 口から 聞いた のよ。 動 坂三郎 先生が、 これ 

は 秘密 だが …… といって 話して 下す つたわ。 (わしの 

口から はどう も 云い 憎い が、 四 ッ木君 はわし を 裏切つ 

て 『深夜の 巿長』 に 買われて いたらし い。 勿論 それ は 

四 ッ木君 だけが 悪い わけで はなく、 あの 悪漢 『深夜の 



巿長』 が 莫大な 金で 誘惑した からそう なった のじ や。 

ひど いのは 『巿 長』 で、 四 ッ木君 を 買収した の はいい 

が、 どうも 『深夜の 巿長』 一味の 秘密 を 知って、 これ 

を 種と して また 寝返り そうに 思われた ので、 とうとう 

惨酷な 制裁 を 加えて しまったんだ。 『深夜の 巿長』 の 

手に 落ちれば、 四ッ木 君の 屍体なん て 秘密の 場所に 片 

づけて しまう から 出て 来 やしないよ。 しかしお 前た ち、 

黙って 見て いて ごらん。 四 ッ木君 は 何処から も 決して 

帰って こない から …… ) とそう 仰 有った わよ。 どうで 

す。 ハツ キリして いる じ やない の？」 

「ほほう、 四ッ 木さん は 殺された と、 動 坂 氏 は 云った 



その 話に よると、 四ッ木 鶴吉が 殺された の は、 二十 九 

日の 朝、 家 を 出て いった 後の ことに 違いなかった。 す 

ると まず 怪し いのは 二十 九日 だ。 二十 九日、 …… 三月 

二十 九日！ 指 を 繰って みると、 二十 九日 は 例の 不思 

議な 事件の あった 日だった。 「深夜の 巿長」 に 始めて 

会った リ、 奇妙な 殺人が あつたり、 火事が あったり… 

…。 (そうだ、 これ は 事によると …… ) 

不図 僕 は、 それに 気がついた のだった。 そんな 恐ろ 

しい ことがあ ろうか。 そんな 不思議な ことがあ つてい 

いだろう か。 

「ねえ、 千代 子ち やん。 貴女の 兄さんの 身体 を 見て、 



—— T 巿長高 屋清人 氏 自殺す。 —— 

たいへんな 標題から 始まって、 

—— T 巿長 男爵 高 屋清人 氏 (五八) は 今夕 六 時、 巿 

長 室に 於て ピストル 自殺 を 企て 重傷 を 負った。 銃声 

に愕 いて 龃 付けた 守衛の ため 極秘 裡に 直ちに 巿内某 

区の 〇〇 病院に 搬び 込まれた が 危篤である。 尚、 巿 

長 は 午後 七 時 十五 分 遂に 絶命した と 伝えられる。 自 

殺 原因に 就て は 種々 の 噂 ある も 信ずべ き 確かな筋の 

報道に よれば、 最近 高 屋巿長 は 某 地所 売却 問題に 関 

し 醜行 為 あり、 其の 為本 日の 市会に 於て 自ら 同 案の 

上程 を 理由な く 拒否す る 等の 巿会 始ま つ て の 非行 を 



演じた 為、 市議 動 坂三郎 氏より 痛烈なる 指弾 を 受け、 

巿長 金庫の 立 会 開扉 を 求められ たが、 傲岸なる 巿長 

は 之 を も 拒絶した。 併し 市長が 己が 醜 跡 を蔽ぃ 難き 

を 悟り、 遂に 最後の 手段と して 自殺 を 選んだ もの だ 

と。 因みに T 巿 財政 は 既に 破綻に 瀕せる 重大 危機に 

あって 巿長を 空席に する は 一 日 も 許されざる 事情に 

ある を 以て、 早く も 後任 市長の 候補者が 話題に 上つ 

とち 

ている が、 有力者の 一部で は 見識 手腕 倶に 優れた 清 

廉の士 現 市議 中の 大立物 動 坂 三 郎氏を 推さん とする 

説が 有力で ある。 —— 

僕 はこの 青天 霹靂に 等しい 報道 記事 を 貪る ように 読 



「ああ、 今の は巿 長が 自殺した というん だよ」 

「あら、 『深夜の 巿長』 が 自殺し たんです か」 

「『深夜の 巿長』 が …… 。 違うよ。 本物の 高屋巿 長が 

やった というんだ」 

そうは 云った が、 このと き 妙な 気がしない でもな 

かった。 深夜の 巿長は 昨日から 行方不明 を 伝えられて 

いる。 彼 こそ は 本当の 巿 長の 化けた のであって、 とう 

とう 自殺して しまった のじ やない か —— などと 考えた- 

しかし そんな 莫迦な 害が あってた まる もので はない。 

巿長 自殺の 号外 は、 なぜ 発禁に なった のか 知らない 

が、 これ はまた 一と 騒動 あるので はない かと 思った 僕 



は、 不図 気づき、 公衆電話 箱に 飛び こんで、 検事局の 

宿直室 を 呼んで みた。 話中で 暫く 待た された けれど、 

やがて 向う の 電話口に 現われた の は、 思いがけなく 次 

席 検事の 雁金 浩三 氏だった。 

「 …… おお、 君 は 試補の 浅 間 君 か。 それ は 恰度い いと 

ころへ 電話して 呉れた ネ。 ちょっと 至急 頼みたい こと 

が ある。 直ぐ こっちへ 来て 呉れた まえ。 何処に いるの _ 

…… ナニ 築地？ それ は 幸いだ。 円 タクで 龃 けつけ 給 

え」 

雁金 次席 検事 は、 局 内で 僕の 最も 敬服す る 人物 だつ 

た。 その 人から 直々 言葉 を 懸けられ、 「直ぐ 龃 けつけ 



愕ぃ たこと はない。 総監 は 予期した ことながら 他の 二 

人の 人物 は 誰だった ろうか。 奥に 反り かえって いる 

デ ッ プリ 太 つ た赧ら 顔の 人物 は、 これ ぞ巿 会の 大立者、 

動 坂三郎 氏だった。 それ はま あいい として、 床の間 を 

背に、 すこし 青 褪めて いる 格 幅の いい 無 髯無髭 の 人物 

は 誰だった ろうか。 それ こそ 先刻の 号外で 重傷 或いは 

既に 死亡 を 伝えられた T 巿長 男爵 高 屋清人 氏で は あつ 

たで はない か。 僕 は 自分の 眼 を 疑った。 こんな 愕 きが 

あるだろう か。 ピストルで 自殺 をした 害の 巿長 は、 見 

たと ころ 何処に 繃帯 をして いる わけで もな く、 負傷に 

痛み を咏 えてい る 様子 もなかった。 —— このと き、 有 



名な 黒い 鉄 縁の 眼鏡 を かけた 黒 河内 総監が 腰 を 上げて 

僕の 前まで 出て きて くれなければ、 僕 はもつ ともつ と 

T 巿 長の 顔 を 見詰めて いたろう。 

「は ッ、 これ は 総監 閣下で いらっしゃいます ネ。 これ 

をお 届けいた します」 

「いや 御苦労 …… 」 

総監 は 封 を 切って、 中から 毛筆で 細かく 書き込まれ 

た鄞紙 綴をぺ ラぺ ラ とくって 読んで いたが、 やがて そ 

れを 元の ように 封筒に 収めて 袖に 入れた。 それから 僕 

を巿 長と 動 坂 氏と に 紹介した 後、 

「では 君、 ォブ ザ— ヴァ として こっちへ 来て、 僕たち 



「それ ァ 何度 云っても 同じ ことです よ。 猶予す る もせ 

んも 濃に はどうに もなら ぬ ことです」 

「しかし 動 坂さん。 聞く ところに よると、 本案 を 今日 

上程す るよう に 計ら つたの は、 貴下 だと いう こと だが 

…：- J 

「黒 河内さん。 それ は 何者かの 為め にせん とする デマ 

です よ。 貴下 も、 その 連中に 乗じられて いるの だ。 第 

一、 あの 土地 払 下の 件 は 今更 始まった 問題で はなし、 

前から 下相談 も あり、 誰も 異議 はない といって いる。 

巿長も 数日 前、 賛成の ような 口吻 を洩 している。 それ 

だのに、 上程が なぜい かんの か、 儂に は腑に 落ちん」 



「じゃあ 仕方が ありません。 云いだ したく はない が、 

私から その 訳 を 云いましょう。 お 察しのと おり 或る 事 

情が ある。 …… 」 

「ああ、 黒 河内さん。 …… 」 と、 今まで 下 を 俯いて 黙 

りこんで いた 市長が、 ハツと した 様子で 声をかけた。 

「いや 高屋 さん。 やはり これ は 云わに やならん ことで 

すよ。 云わないで 置こうと する から、 貴下 は 無駄な 苦 

しみ をす る」 

そういって 総監 は 両手 を 出して、 卓子の 上に 組んだ。 

「実は 巿長 このところ 大 失態 を やった。 それ は 大事に 

しなけ れァ ならん T 巿の 黄金の 鍵 を 二、 三日 前 失って 



しま つたんで す」 

「ナ 二、 T 巿の 黄金の 鍵 を …… 。 ああ、 それ は 飛んだ 

こと だ。 あれ は 一 つし かない。 T 巿 では 一番 大切な 品 

物 だ。 それ を 無くした と は、 一 体 全体 何 ごと だ！ 巿 

長！ これ あ 辞職 や 切腹 だけで は、 済み ませぬ ぞ」 

動 坂 三郎は 顔の 色 を 変え、 巿 長の 方へ 太い 拳固 を 幾 

度 もつ きつけた。 巿長は 更に 青 褪めて 見えた。 

「そのと ぉリ、 全く 高屋 さんの 大 失態 だ。 しかし ネ、 

動 坂さん。 いろいろ 訪ねて みると、 その 鍵が どうして 

紛失した か ハツ キリ しないの です。 つまり それ は 落し 

たもの か、 それとも 盗まれた もの か 分らない」 



「どっちに しろ、 巿 長の 責任 は遁 れられ ぬ。 T 巿 五十 

年の 名誉 はどうな るの だ。 儂の 耳に 早く 入った からい 

いような ものの、 これが 他の 議員に 知れて 御覧なさい。 

どんな 騒ぎ が 起る と 思う …… 」 

「ところで、 動 坂さん。 貴方の 御意 見 を 伺います が、 

もし その T 市の 鍵が、 落した のではなくて、 誰かが 盗 

ん だの だったら どうします。 その 盗んだ 人間 を、 どう 

処置 すれば いいで しょうか」 

「黒 河内さん。 儂は 警視総監 じゃありません よ。 盗人 

の 処分なん か、 貴公の 役目じゃありません か」 

「そうです。 だから 私 は、 自分の 職務 を 遂行し ようか 



「 …… あの 『深夜の 巿長』 という 存在 は 何です。 この 

T 巿 にあ あいう 奇怪な 存在が ある こと は 公知な のに、 

なぜ あの 一 味 を 黙って 捨て置く の だ。 貴公 は 彼等に 対 

して、 一指 を 染める こと さえ 出来ない ではない か。 な 

にが 警視総監 だ。 貴公に 総監た る 資格な ど は 無い。 貴 

公 を 拾い上げて 総監に した 仁 は、 大きな 見損い をして 

いる。 寧ろ 『深夜の 巿長』 を 総監に した 方が、 ましな 

くらいだ。 は ッはッ はッ。 …… とにかく 先 ほどから 

黙って 聞いて いれば、 これ は 何の こと はない。 総監 を 

笠に 来ての 脅迫 じ やないで すか。 なんの ために 大 失策 

を やった 巿 長の 肩 を もって、 善良なる この 動 坂 三郎を 



声に 送られて、 植込みの 傍 を 通って 表へ 出ようと した 

その 一 剎那 …… 〔# 「その 一 刹那 …… 」 は 底本で は 「その 

一 杀 」」」 

「呀 ッ、 …… 」 

と 叫ぶ 動 坂の 声、 その 声の 終らぬ 先に、 ポンポンと、 

二、 三 発の 銃声が 通りの 方から した。 途端に シュ ー ッ 

と 音が して、 僕の 耳許 を 掠めて 一発の 弾丸が 後へ 抜け、 

力 ー ンと竹 を 並べた 垣根に 当って 跳ね かえった。 この 

とき 誰か 庭石の 上に、 ドッと 倒れた 者が あった。 

全く 不意の 襲撃 だ。 何者の 仕業？ 

反射的に、 僕 は 表へ 飛び だした。 



聳え 立つ 工場の 窓に は 明々 と 灯が うつり、 それ を距て 

た 内側で 夜業に 熱中して いる 職工た ちの 気配が 感ぜら 

れた。 何の 音 か はしらぬ が、 力— ン カンと 金物 を 打つ 

鋭い 音が 冴々 と 聞え るかと 思う と、 また ザ ザ ザ ー ッと 

物 をぶ ちまけ るよう な 高圧 蒸気の 音が する ので あ つ た _ 

そのと き 僕 は、 工場の 塀ぎ わに、 一 軒の 中華 そば 屋 

の 灯 を 発見した。 僕の 足 は、 心よりも 先に、 その 方に 

踏み だしていた。 温い 湯気の 洩れる 暖簾 をく ぐって、 

僕 は 荒 くれた 二、 三人の 先客の 間に 割り こんだ。 釜の 

向う で ワン タン を 鉢に うつして いた 白い 割烹着に レ— 

スの布 を 捲いた 娘が チラ リと 一瞥 を 送って 「いらつ 



から もこつ ちから も 手が 出て きた。 僕 は そのと き、 こ 

の 店に コップ 酒が あるの を 見つけた ので、 早速お 燜を 

頼んだ。 

さて、 これから 先 どうした ものだろう か。 雁金 検事 

は 僕に 休養 をし ろと いったが、 今夜の ような 目に会つ 

て は 寝ても いられなかった。 あのお 照 を どうしょう。 

それにしても、 お 照 はよ く あそこまで やって来 たも 

の だ。 ピストル を 貸した の は 誰だった かしら。 絹坊が 

鎚 りっかなかったら、 弾丸 はもつ ともつ と 発射され た 

ろう。 そうなる と 僕 も 今頃 は- ん なと- j ろで 中華 そば 

の 湯気 を 吹いたり など 出来なかった かもしれ ない。 



の は、 絹坊が 歌って きかせた 淡 海 節、 

A この 子 を 生んだ あたし はいいが ァ、 この 子 を 生ま 

せた ァ あなたに は 貸しが ある。 ョ イシ ョコシ ョ、 忘 

れ しゃん すな ァ。 

という 文句に あると おり、 お 照 は 絹坊を 生ませた 男 

に対する 貸し を、 ピストルの 弾丸で 取ろうと した もの 

に違いない。 すると、 あの 三 巨頭の 誰かが、 絹 坊の隠 

し 父親に 違いない ので ある。 一体 誰が その 父親で あろ 

う。 動 坂三郎 であろう か、 黒 河内 総監だろう か、 それ 

とも 巿長 高屋 男爵であろう か、 それが 誰で あろうと、 

この 立派なる 顔触れの 中に あると は、 これ はなん とい 



全く もって、 深夜の 世界に は、 いろいろ 珍ら しい 出 

来 ごとが 後から 後へ と 引切リ なしに 起って いるの だ。 

ラジオ 体操の アナ ゥンサ ー の 声と ともに 起き、 夜の 気 

象 通報と ともに 睡 るよう な 多くの T 巿民 たちに は 全く 

分らない 別の 世界な の だ。 彼等 は 全く 知らない。 彼等 

が 快い 高鼾 を搔 いている 間に、 その 枕許 を 起重機が 軋 

み、 刑事に 追われた 泥棒が 走り、 ゴミ 箱に 睡る ルン ぺ 

ンの 心臓が ハタと 停り、 死所 を 求めて 彷徨う 家出 人が 

大金の 入った 蟇 口 を 拾い、 硝子 壜に 白い 牛乳が 一杯 詰 

めら れては 蓋 をされ て ゆく の だ。 いや も つ ともつ と 恐 

ろしい 事件、 珍ら しい 事件、 不思議な 事件が 後から 後 



にしろ 炉は 野天に 置いて あるんだ し、 外から 持って 

いった 屑 金 を 直ぐ 抛り こめる ように、 入口から 近いと 

ま い 

ころに あるんで、 誰でも 直ぐ 入れ まさ ぁネ。 そこへ 

持って きて、 高い 炉 口に 上って いる 梯子 は 薄暗く、 上 

にや 職工が 一人き やい ないで、 こいつが 小さい 車 を 押 

して あっちへ 行ったり こっちへ 行ったり している。 だ 

から やろうと 思えば 誰でも 飛び込め るんで す …… 」 

「今夜 も 本当に 飛び こんだんで すか」 

「どうかな ァ。 怖じ気の ついた 野郎 どもが、 よく 幽霊 

を 見て 本当 の 人間が 飛び こんだ と 早合点す る y J とが あ 

るので ネ」 



合わせた。 何 か 激しい 疼痛が、 彼 を 襲って いるものら 

しかった。 彼 は 左手で もって、 右の 腕 を 握り潰しそう 

に摑ん でいた。 そのと き 僕 は ハツと 胸を衝 かれた よう 

に 思った。 そんな ことがあ るだろう か。 それ は 暗合 だ 

ろうか。 もしゃ、 もしゃ …… 。 ィャ そんな 不思議な こ 

とがあって たまる もの か。 

「俺 は 駄目 だ。 俺に 構わず、 行って くれ。 機会 を 逸し 

て は、 折角の …… 」 と 「巿 長」 は 叫んだ。 

「でも 私 だけで は、 到底 目的 を 達せそう も ありませ ぬ」 

r ゥン、 そうで もあろう が 」 

「仲間の なかから、 至急 信用の 置け るの を 選びまして 



ば 」 

「いかんよ、 それ は …… 。 極秘が 破れる。 友人の 名誉 

のために、 T 巿の 光輝 ある 歴史の ために、 それから ま 

た …… 」 

「なんだか 知らないが、 僕に 手伝わせて 下さい。 僕 は 

き つ と 秘密 を 守ります」 

と、 僕 は 立って、 床に 倒れた 巿 長のと ころへ、 近づ 

いた。 

「 …… 」 巿長は 髭の 間から 唇 を ブル ブル 慄ゎ せながら、 

はやみ 

僕の 方 を 見て いたが 「おお、 浅 間 君、 では 速 水 を 助け 

て …… T 巿の鍵 を …… 秘密 を 守って …… 。 明朝までに、 



巿 長に 渡さぬ と 彼 は …… 」 

そこまで いうと、 「深夜の 巿長」 はま だ 歯 を ギリ ギリ 

と嚙ん で、 ブル ブルと 慄 えだした。 —— T 巿の 鍵！ 

高屋巿 長！ 

「深夜の 巿長」 が 自ら この 言葉 を 口にした！ この ル 

ンぺ ン 老人の 綽名 は、 やはり 無意味ではなかった の だ。 

事情 はよ く 分らない ながら、 彼と 本物の 巿 長との 間に 

は、 とにかく 一脈の 縁の 水路が 続いて いたのだった。 

僕 は 跪いて 「巿 長」 の 手 を 取ろうと すると、 

「さあ 行こう」 

と、 速 水 は 僕の 腕 を 抑えて 引 張った。 



「でも、 これ じ や 『深夜の 巿長』 を 見殺しに する よう 

じ やない かネ」 

「仕方がない、 後 はお 照に 委せ るんだ。 躊躇して いる 

場合で はない」 

後 髪 を 引かれる ような 想いで、 僕 は 速 水と 連れ立つ 

て、 高 塔 を 下りて いった。 階段 を 一 つ 下りる ごとに、 

ズ キン ズ キンと 腰に 痛みが 響いた。 しかし 足 を 停める 

こと は 出来なかった。 

「深夜の 巿長」 が 生命 を 賭けた T 巿の 黄金の 鍵の こと 

を 思えば …… 。 

事務机の 下 を 抜け、 丸の 内 十三 号館の 窓 を 明けて、 



行動に 邪魔に なって 仕方がなかった。 そこで、 この 館 

内に は 病人 を 看病して いる 女が 居る から、 もし 窓のと 

ころへ 現われたら 手 を 貸して やって くれと 頼んで、 よ 

うやく の y J とで 彼 を 窓 下に ピ ン附 けにす る - とがで き 

た。 そして 僕と 速 水 は そのまま 薄く 雪の 積った 深夜の 

舗道 を 走り だした。 

「速 水さん、 一 体 これから、 どうしょう というの か ネ」 

僕 は 雪に 足 を とられそう なの を 心配しながら、 先刻 

から 聞きたい と 思って いた こと を 訊いた。 

「 T 巿の 黄金の 鍵 を 奪還す るん だ 」 

「奪還？ やっぱり ねえ。 …… その 黄金の 鍵 は 何処に 



ラクリ の ある 事 は 知っている ぞ。 なぜって いえば、 あ 

の 中庭の 芝草の 生え 具合 を 調べ てみ ると、 真中に 円形 

をな した 部分の 芝草 だけ は 他の 部分よりも 葉が 硬く て 

丈夫 だ。 その 円形 をな した 部分が、 塔の 屋根に 当る 部 

分な の だ。 その 円形の 芝草 は、 夜間 高空に のぼって、 

風に 当る から、 それで 自然に 丈夫に な るんだ。 どう だ 

愕 いたろう。 愕 いたら、 あの 隠見 式 高 塔の 使命 を 教え 

たまえ」 

r …… 」 速 水 は 前よりも 激しい 愕 きの 色 を 見せて、 首 

を 元の 位置に 立て直し たが、 やがて 向う から、 唇 を 僕 

の 耳に 持って きて 囁いた ことで ある。 「それだけ 知つ 



(さあ、 こっち だ！) 

と、 云わぬ ばかりに、 速 水の 持って いる 懐中電灯の 

光芒が サッと 動いた。 ヌッと 手 を 上に 伸ばして ガタガ 

タ やって いるう ちに、 サッと 風の 通る 気配が 手首に 感 

じられ た。 光の 動く 方 を 見る と、 床に ポッ カリと 四角 

な 穴が 明いて いる。 速 水 は 先に 立って、 その 穴 を攀じ 

のぼった。 僕 も 続いて 昇り かける と、 頭の 上に パッと 

明るく 電灯が ついた。 僕 は 彼の 大胆な のに 呆れ かえつ 

た。 攀じ のぼって みると、 それ は 厨房であった。 板の 

間の 揚げ 蓋が 二 枚 だけ、 横に 外されて いた。 

速 水 は 靴の ままで、 ゴ トゴト 板の間 を 踏みならしな 



させて いるの だった。 速 水 は 毫も その 毒 瓦斯の 効力 を 

疑わなかった。 

「ここが、 動 坂 三郎の 寝室 だ。 T 市の 黄金の 鍵 は、 必 

ず 彼の 身辺に 持って いる 箬 だと 『深夜の 巿長』 は 云わ 

れる。 さあ 一緒に 探して 呉れた まえ」 

速 水 は、 壁 間の スィッチ を 押してから、 重い 扉 を 開 

いた。 天井に 嵌め こんだ 大きな グロ ー ヴを 透して、 ま 

るで 昼間の ように 明るい 光線が 室内 を 照らして いた。 

これ はなん という 風 変り な 部屋だろう。 内部 は 日本間 

となって いて、 丁度お 城の 広間の ように だだッ 広く、 

その 中央に 背の 高い 屏風が 立て 廻して あった。 



もって、 微かに 白い 歯を視 かせた 可愛い い 薔薇色の 唇 

を 抓り あげた。 それでも 物足りなかった。 夜具 を 跳ね 

のけて、 彼女の 細い 頸 を ギュッ と 締めつ けたい 衝動に 

駆られて、 咏 えがたく なった。 僕の 腕 は、 いつしか マ 

スミの 顔の 方に 伸びて いた。 そして その 指先が、 彼女 

の 額に 触れん ばかりに 近づいた とき、 僕の 腕 は 急に 

磐石 を 載せられ たように 重くな つた。 —— 僕 は 何処 

かに 凜 たる 声の する の を 聴き 咎めた。 

( …… お前 は 卑怯者で、 冷酷な 人間 だ。 …… マスミ を 

こんなに したの はお 前の せいだ ぞ。 お前 は 今までに 

度々 マスミ を 救う 機会が あつたの だ。 目 黒の 苺 園ホテ 



ルを 忘れた か、 日 比 谷 公園 を 忘れた か。 いやいや、 お 

前 はもつ と 重大な 義務から も 逃避して いる 卑怯者 だ。 

冷血動物 だ。 お前 はいつ も 自分 だけが いい 子に なろう 

として、 責任 を 回避して いたから こんな ことにな つた 

の だ。 お前に は 意志の 力がない。 男らしい 決心がない。 

そして 不親切 だ。 恥じる がいい) 

僕 は 胸 許 をギュ ウギ ュ ゥを 絞めつ けられる ように 感 

じた。 

その 声 はま だ 続いた。 

( …… お前 はこ こで 気がつかなければ ならない 重大な 

義務 を 忘れて いる ぞ。 なぜ 早く それ を 思い出して、 そ 



の 義務 を 果たそうと はしない の だ。 このまま では、 お 

前 はまた 彼女 を、 新しい 地獄の 淵に つき 墜 すよう な も 

の だ。 反省し ろ、 そして 実行す るんだ。 マスミに 対す 

る 罪 を 贖う に は、 今からで も 決して 遅く はない ぞ！) 

僕 は 苦し さに 俅 えられなかった。 マスミへの 罪、 マ 

スミ に対して、 まだ 果 さない 義務と は 何であろう。 … 

…僕 は 胸に 手 を 置いて 考えた。 何だった か、 それ は 何 

だ つたろ、 つ …… 。 

「そうだ。 ァレ だ。 ァノ こと だッ。 …… 」 

僕 は 予て マスミに 対して 伝言したい 一 つの 事柄 を 

持って いたのに 気がついた。 なぜ それ を 忘れて いたの 



だろう。 僕 は ポケットから ノ ） ^を 出して、 その上に 

鉛筆で 走リ 書に 次の ような こと を 認めた。 

—— マスミ サン、 貴女 ノ兄 サン ノ四ッ 木鶴吉 氏ハ、 

先月 ノ 二十 九日 ノ夜、 本 所ノ亀 井戸 近クデ 殺害 サレ 

マ シタ。 其ノ 屍体 ハ油 倉庫 ノ 中二 投 ゲ入レ ラレ、 放 

火 サレタ カラ 灰 ニナ リマ シタ。 兄 サン ガ 何故 殺害 サ 

レ タカ 分 リマ セン ガ、 其ノ 殺害 ヲ 一 番早ク 云 ィ当テ 

タノ ハ動坂 三郎氏 デス。 動 坂 氏 ハ其ノ 翌朝、 ッ マリ 

三十日 朝、 貴女 ノ妹 サン ノ 千代 子 サン 二、 ゥッ カリ 

夫レ ヲ話シ タノ デス。 兄 サン ヲ 殺害 シ ロト 命令 シタ 

ノハ動 坂三郎 ニ違ィ アリマ セン。 隣家 ノ男 ヨリ —— 



(隣家 ノ男 ヨリ) と 一 旦 書いて はみ たが、 どうも 卑怯 

なよう な 気がした ので、 それ を 消して、 「浅 間 新 十郎」 

と 堂々、 署名 をした。 それ を 書き終え ると、 頁 を 千切つ 

て、 小さく 折り畳んだ。 そして 枕許に 抛り だして あつ 

た マスミの ハ ンドバ ッグを 開けて その 中へ 入れて 口 を 

閉じた。 これでい い。 マスミが 読んだら、 これ 以上、 

仇敵の 男と 枕 を 並べ るよう な 間違った こと は 繰り かえ 

すまいと 考えた。 —— 僕 はこれ で 心の 重荷 を 下す こと 

がで きた。 そして ホッと 溜 息をついた。 

「 …… ちょいと、 浅 間 君。 …… 」 

ハツと 愕 いて、 畳の 上から 飛び 上る と、 後に は 街の 



科学者 速 水 輪太郎 が、 疲れ切つ たという 恰好で ボン ャ 

リ 突立って いた。 

「随分 探した が、 T 巿の 黄金の 鍵 は 何処に も 見当ら な 

いんだ …… 」 

黄金の 鍵？ そうだ、 自分 は マスミに 会うた めに、 

この 家へ やって来 たので はない。 黄金の 鍵 を 探しに 来 

ぼんやり 

たのであった。 何 を 盆 槍して いるの だろう。 見る と、 

床の間の 上下の 戸棚と いわず、 手文庫の 中と いわず、 

書棚と いわず、 手 あたり 次第 引つ 搔き まわされ てあつ 

たが、 これ は 速 水の やった ものに 違いなかった。 欄間 

を 飾る 伊藤博文 公の 額 も ブランと 宙に 下つ ている し、 



床の間から は 掛軸が 外され、 青銅 製の 釣鐘の 置き物 ま 

で、 裏返しに なって いた。 —— 速 水 は 僕の 腕 を 握る と、 

力の ない 声で 云った。 

「この 上、 どこ を 探したら いいだろう。 …… それとも 

『深夜の 市長』 の 考え違いで、 動 坂 三郎は 黄金の 鍵 を 

持って いないので はなかろう か」 

科学 器械に 造詣の 深い 速 水 輪太郎 も、 黄金の 鍵の 捜 

査に はすつ かり 手 を 焼いた と 見えて、 先刻と はまる で 

別人の ように 悄気て いた。 

T 巿の 鍵！ いま 高屋巿 長と 「深夜の 巿長」 と 黒 河 

内 警視総監 とが、 血眼に なって 探し 求めて いる 黄金の 



鍵 は、 一体 何処に 潜んで いるの だろう か。 

「 •：：• 大事な もの だから、 身近に 置いて いるに 違いな 

い」 と、 「深夜の 巿長」 の 云った この 言葉 は、 僕 も 共に 

同感す ると ころ だ。 ことに 明 曰 は、 巿 会の 壇場に 於て 

動 坂三郎 は、 この T 巿の 黄金の 鍵 を 中心に して、 高屋 

巿 長の 弾劾 案 を 上程す るつ もりで あり、 かの 待合で 放 

言した ところから 想像す ると 場合によ つ て は 鍵 を 必要 

とする かも 知れない と 思って いるら しいので、 それが 

ために は 鍵の 在所 はいよ いよ 動 坂 三郎の 身辺に 局限 さ 

れて くるの だった。 

僕 は 海坊主の ような 大きな 肉塊 を もった 動 坂 三郎の 



たが、 よく 調べて みると、 丁度 胸骨の 当る ところに、 

小さな ポケットが ついていた。 僕 は その 中へ 指 を さし 

入れて みた。 

「うむ」 

僕 は 呻った。 手応えが あつたの だ。 摘み 出して みる 

ま ば 

と、 黄金色 目 映 ゆき、 サ イダ ー の 栓抜き ほどの 大きさ 

の 鍵！ 

それに は 把手のと ころに、 T 巿の 紋章が 浮き 彫に 

なって 居リ、 鍵 軸に は 「T 巿の鍵 —— T 巿長 

つねに これ を ほぞんす 

恒 保存 之」 と 刻して あった。 

「おお T 巿の鍵 だ あ。 万歳！」 



トロ トロと 睡 つたと 思ったら、 激しく 揺すぶ リ 起さ 

れた。 

ひる 

「浅 間さん、 しっかり おしよ。 …… もうす ぐお 午の サ 

ィ レンが 鳴る というのに …… 」 

し ま 

女の 声で、 お 午の サイレン という。 こいつ は 失敗つ 

たと 思って 起きよう とする が、 瞼が どうしても 開かな 

ヽ o 

レ 

「凱旋 勇士が、 そんな ことで どうす るの さ。 …… 愚図 

愚図して いると 素 裸に して、 冷水摩擦 を やって あげる 

がいい こと」 



り。 うまう ま 一杯 欺され た。 お 照と いう 女 は、 酔って 

は 怒り やすく、 醒めて は 濃厚す ぎる ほど 世話好き にな 

る まことに 困った 女で ある。 

寝て いたと ころ は、 丸の 内 十三 号館の 街の 科学者 速 

さす 

水 輪 太 郎の高 塔の 中。 II 昨夜 は 追が 不死身の 僕 も、 

速 水と 連れ立って、 「深夜の 市長」 の 待って いる この 高 

塔まで 迪 りつ いたと き はへ トへト になつ て しまったの 

だった。 折角の 凱旋 報告 も 何 を 云った か ハツ キリ 覚え 

ていない。 「深夜の 巿長」 は 病床の 上から 手 を さし 伸 

ベて 僕に 固い 握手 をして 呉れ、 いろいろと 褒めて 呉れ 

たようだった が、 結局、 T 巿の 黄金の 鍵 は、 明日 巿庁 



「じ や 行って くるよ。 …… まあ、 帰って来てから、 ゆつ 

くリ 君の ロマンス を 聴かせて 貰おう」 

僕 は 黄金の 鍵 を ポケットの 中に 握りし めて、 いつも 

のように 螺旋階段 を 下ろうと すると、 お 照 は 慌てて そ 

れを 停めた。 

「こ つ ちから 出る のよ ォ」 

お 照 は 明るい 窓に 手 を かけて ガラ ガラと 明けた。 外 

に は 青い 空が 見える かと 思いの外 明るさ は 硝子 戸と 一 

ま つ <ら 

緒に 上に 上って、 そこに はポッ カリと 真暗な 穴が 明い 

た。 変な ことがあれば ある ものと、 よくよく 見る と、 

ひきだし 

何の こと だ、 擦り 硝子の 窓 は 抽斗の ようにな つていて 



暗い 地下道に 下り立った。 しかし、 そのと き はこれ が 

お 照との 永のお 別れに なろう などと は 気がつか なか つ 

た。 

少しずつ 上り坂に なった 地下道 をグ ルグル 廻って ゆ 

くと、 やがて 一 つの 扉に ぶっかった。 それ を 押してみ 

ると、 苦 もな く 開いて、 雑然と 木箱 や バケツの 転がつ 

ている 物置の ような 部屋に 出た。 そこ を 構わず 出て ゆ 

くと、 階段が あって、 それ を登リ 切る と、 直ぐに 出口 

が ひらけ、 自動車が 河の ように 流れて いる 明るい 街路 

が 見えた。 外に 出て みると、 なんの こと、 今 出て きた 

の は 有名な X X ビルだった のに は愕 いた。 —— 僕 は 早 



手紙と 共に 僕 は 封筒の 中に、 昨夜 動 坂 三郎の 懐中から 

奪って きた T 巿の 黄金の 鍵 を 入れて 置いた のだった か 

ら ：：： 。 

壇上の 動 坂三郎 は、 拳 を 突き出して 喚き 散らして い 

た。 

「 …… T 巿の 金庫 を、 たった今、 明けて みせる か、 そ 

れ とも 明けられない 事情 を 説明す るか？」 

「よろしい。 …… では 金庫 を 明けて お 目に 懸けよ 

う！」 

突如と して 叫んだ の は、 中 谷 助役だった。 彼 は 右手 

に 高く 黄金色 燦然た る T 巿の鍵 を さしあげた。 



一座 は 再び 騒然と して 来た。 呶 鳴る 者、 口笛 を 吹く 

者、 カラカラ 笑う 者、 いや 大変な 騒ぎに なって きた。 

—— 中 谷 助役 は 死人の ような 顔 をして、 フ ラフラと 立 

ち 上った。 それ を 見た 瞬間、 僕の 心臓 は 早 や 鐘の よう 

に 鳴り だした。 

(これ ァ どうしたの だ。 —— 何 か 間違って いると ころ 

が あるら しい！ あの 鍵が どうして 役に立たな いの 

だ) 

僕の 全身の 血 は、 俄かに 逆行 を 始めた？？？ 

そのと き 傍で、 傍若無人 に カラカラと 笑う 者が あ つ 

た。 愕 いて 振り かえって みると、 そこに は 海坊主の よ 



「この 出鳕 目に して 無恥 厚顔なる 現 巿長ー 派に 対し、 

吾輩 はこれ から 血涙 を 払って、 重大なる 曝露 を 始める。 

正義の 同志よ、 吾輩の 云う ことに 耳を藉 せ」 

喚声 は 三度、 巿長 室の 壁 を 震駭 させた。 「謹聴 謹聴」 

という。 

「 …… 昨夜の こと だ。 吾輩の 邸 は、 恐るべき 暴漢の 一 

ちんにゅう 

味に よって 襲撃され た。 暴漢 は 土足の まま 闖入し、 

手当り 次第 什器 を 破壊し、 婦人の 寝室 を 襲い、 吾輩 を 

おとし い 

人事不省に 陥 れて 手籠めに した。 暴漢 は 貴重なる 

数々 の 物品 を 奪って いったが、 その 主要なる 目的 は、 

T 市の 黄金の 鍵 を 奪う にあった。 T 巿の 黄金の 鍵！ 



それ は T 市長が 生命 を 賭して 保管し なければ ならぬ 貴 

重 品 だが、 高 屋巿長 は 或る 秘密 事件に 関係して、 代償 

の 約束の ため、 秘密 を 握る 某氏に 貴重なる 鍵 を 預けた 

ので ある。 某氏 は 受取った 品物 を 見て T 巿の 鍵なる を 

知り、 愕 いて 吾輩のと ころへ 相談に 来た。 これ は T 巿 

の 名誉の ために 由々 敷い ことで あると 思い、 吾輩 は即 

座に 数万 金 を 積んで、 その 黄金の 鍵 を 買い受けた。 か 

くして T 巿の鍵 は 一と 先ず 安全に 戻った けれど、 巿長 

あまつ 

一派 は 毫も 反省の 色な く、 剰 さえ T 巿の 鍵が 吾輩の 

ところに あるの を 知る と、 仮面の 悪人 ども を 語らい あ 

ら ゆる 悪辣なる 手段 を 弄して その 奪還 を 図った の だ。 



巿 長と グルにな つ た 黒 河内 警視総監 は、 吾輩 を 待合に 

呼んで 脅喝し、 吾輩が 鍵 を 渡す の を 拒む と、 権力 を もつ 

て 奪還す ると 豪語した。 昨夜 闖入した 暴漢 は、 実に 黒 

しそ-つ 

河内の 使嗾に よる 者で、 主 立つ 者 は 二人 —— 一人 は T 

巿の 壁蝨と いうべき、 有名なる 無頼漢 『深夜の 巿長』 

と、 もう 一 人は愕 くな かれ 現職の 司法官 浅 間 新 十郎と 

いう 悪役 人 だッ」 

僕 はこ こまで 聞く と、 口惜し さの ために 歯ぎ しりし 

た。 なんたる 捏造 だ。 なんたる 侮辱 だ。 だが 何故、 自 

分の 交って いたの を 知っている のか。 

「 …… これが 見える か、 諸君！ この 手帳 こそ は、 昨 



切れない。 

おもんぱか 

「吾輩 はかね てこの 危険 を 慮 り、 T 巿の 鍵の 模造 

品 を 用意して 身辺に 保管して 置いた の だ。 昨夜の 暴漢 

は、 それ を 偽せ 鍵と も 知らず して 盗んで いったの だ。 

その 偽せ 鍵が どうして 今 中 谷 助役の 手に入つ たか、 そ 

の 間の 事情 を 考え 合わす と、 巿 当局が 如何に 堕落し 

切って いて、 悪人 輩と 結託して いるかが 分る。 T 市長 

よ、 隠れて いないで、 吾等の 前に これ を 釈明し ろ。 い 

や 出て 来られまい。 釈明の 仕様がな いの だから ナ」 

ほうこう 

動 坂 三郎の 咆哮の 下にあって、 僕 はもう 生きた 気持 

もなかった。 —— そのと きだった。 



た —— 」 

人々 は 思わず 呀ッと 叫び 声を立てた。 

「高 屋巿長 は 本官に 遺書 を 郵送され ました。 内容 は 三 

項から 成立って いて、 第一 は T 市の 黄金の 鍵の 紛失に 

責任 を 負う という ことと、 第一 一は 巿長は 深く 動 坂三郎 

氏 を 恨み、 氏が 経営す る 本 所の DS マグネット 工場の 

熔鉱炉に 飛び 入る こと、 第三に 本官の 手で T 巿の 黄金 

の 鍵 を 探して 金庫 を 明けて 貰いたい こと —— この 三 つ 

が 記されて います」 

動 坂 三郎が DS マグネットの 工場 を 持って いると は 

初耳だった が、 高 屋巿長 は 昨夜 深更、 その 熔鉱炉に 飛 



扉 も、 この 高熱 火焰に 会って は 一とた まりもな く、 パ 

チパチ と 火花 は 四方に 飛散し、 ァレョ ァレョ と 云って 

いる 間に 黄金の 鍵の さしこまれた まま 金庫の 鉄扉の 真 

中には 大孔が 穿 たれた。 

さす 

遑が の 動 坂 一派の 荒武者 ど もも、 この 豪快な 金庫の 

鍵？ の 使い方に すっかり 度 肝 を 抜かれた 形で 誰 一 人声 

を 立てる 者 もなかった。 —— 待望の 扉 は 除かれた。 さ 

て その 中 を 改めてみ ると、 収 つてあった 害の 土地 払 下 

案 を はじめ 一 切の 重要 書類が 影 も 形 もなかった。 その 

代り 金庫の 棚に は 大きな 馬蹄形 磁石が 一 つ、 人 を 莫迦 

にした ように 鎮座して いた。 < 々は ゥムと 呻った 



きり、 互いの 顔 を 見合わせた。 

「どうです ナ動 坂さん」 と 総監 は 穴の 明いた 金庫 を 指 

さして 云った。 「都合の いい 噓を つきたい ため、 今揷 

しこんだ 鍵 を 偽せ 物と 呼びたい ようです が、 これ は 

やっぱり 本物の T 巿の 鍵です よ。 だが 貴方の 工場で 

作った こんな 強力な 磁石が 入って いるんで は、 いくら 

本物の 鍵 を 入れても 扉 は 明く 害がない です ネ。 それ は 

いいとして、 紛失した 重要 書類の 所在 は、 貴方が 一番 

御存知の ように 思います が、 至急 当局へ お返しね がい 

たいです ね」 

「誰が 書類の ことなん か 知る もの か」 動 坂 三郎は 早く 



も 出口のと ころまで 逃げて いたが、 カツと 目を剝 いた _ 

r ゥム、 よくも 邪魔 を …… ィャ 横暴な こと をした な ッ。 

明日まで 待って いろ、 貴様 を馘 にした 上、 貴様が 深夜 

の 闇に 隠れて どんな 悪事 を 重ねてい るか、 その 仮面 を 

引ン剝 いて やる から …… 。 よく 覚えて いろ ッ」 

黒 河内 総監 は ニヤ リと動 坂の 後 を 見送り、 

「仮面 は 貴方の ことです。 貴方の 仮面 さえ 剝 げば、 私 

はすぐ にも 辞職し ようと …… これ、 この 通り 辞表 を 用 

意して います」 

総監 は 懐中から 白い 辞表 を ふ つてみ せた。 

「明日 だッ。 何もかも 明日 だッ。 覚えて 居れ。 …… 」 



は 磁力に 強く 引きつ けられ、 覘ぃ 誤らず ズ プリと 背中 

を 刺した という。 …… なんだか 君に 教えられて それ か 

ら、 分つ たんだが 有難い つて …… それから 彼女 は 車内 

へ 引返して 毒を嚥 むと いった。 —— 本当だった よ。 先 

刻、 日 比 谷 脇で 車内の 二人の 屍体 を 検案した よ」 

僕 はこの 意外な 話に、 卓子の 上に ガバと 伏して、 暫 

く は 顔が あげれ なかった。 

T 巿の巿 政 をめ ぐる 恐ろしい 嵐 は 過ぎ去った。 高潔 

なる 高 屋巿長 は 自殺し、 敏腕 を 謳われた 黒 河内 警視 総 

監は 辞職し、 悍雄動 坂 三郎は マスミの 手で 無理心中 さ 

せられた。 なにもかも 一時に 移り 変って まるで 夢の よ 



「モシ、 『深夜の 巿長』 さん。 —— 」 

僕 は 内へ 向って、 忍びやかに 声をかけた。 ところが 

どうした のか 幾度く りかえ しても、 何の 応答 もなかつ 

た。 僕の 心 は 急に 不安に 包まれた。 僕 は 急いで、 入口 

をふさい でい る 空き 函の山 を 上の 方から 崩して い つ た _ 

—— 穴の 中 は 真暗だった。 人の 気配 もない。 懐中電灯 

を パッと 照らして みると、 洞窟 内 は 奇麗に 片づ いてい 

て、 蓮 一枚 見当らなかった。 只 一 つ、 入口に 四角な 紙 

包みが、 糸の 先に 吊さ れて プラン プランし ていた。 

「おお、 これ は …… 」 

僕 は それ を 手に とってみ た。 表に は 僕の 名が 書いて 
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